
町の花
アジサイ

町の木
サクラ

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。表紙は船久保棠苑さんより書いていただきま
した。ありがとうございました。高浜虚子の俳句で、上段より「大空に羽子の白砂とどまれり」、「歌留多とる皆美しく
負けまじく」の2句で、お正月らしい作品を書いていただきました。

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

里芋…中6個（300ｇ）　　揚げ油…適量

豚挽肉…200ｇ　　長ねぎ…1本（100ｇ）

　　　味噌…大さじ１,1/2　　醤油…大さじ1/2
Ａ
 砂糖…大さじ１

だし又は水…1/4カップ　　ねぎの葉…少々

水溶片栗粉
　　片栗粉…小さじ1

 
 　　　　　水…大さじ１

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

2015
平成27年

◆町県民税４期

◆国民健康保険税10期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（12月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,122
－ 4

12,502
－ 6

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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69
　今月は、川の下地区食推がおすすめする料理２品を紹介します。旬の里芋と

大根を使った「里芋の素揚げ肉みそ炒め」と「大根サラダ」です。作り置きし

て、朝食に利用してください。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

いつもの食材をさら
に美味しくいただき
ましょう！
　　　　たけたより

作り方 ①里芋は、皮をむき、一口大の乱切りにして素揚げする。

②フライパンにひき肉を炒めてＡの調味料で味付けし、だしを入れ、水溶き

　　片栗粉でとろみをつけ、素揚げした里芋を入れて混ぜ合わせる。

③器に盛り、ねぎの葉を刻んでのせる。

※ポイント

　　・一口大に切った里芋は、電子レンジで加熱してから素揚げにすると短

　　　時間に出来ます。

　　・作った物は、お弁当のおかずや小分けにして冷凍もできます。

【担当のコーナー】

■投稿記事あて先／

材料
（4～6人分）

★里芋の素揚げ肉みそ炒め

大根…300ｇ　　にんじん…小1本（100ｇ）　　

きゅうり…2本　　じゃが芋…大1個　

かつお節…適量

中華ドレッシング又はポン酢…適量

作り方 ①材料は全て、せん切りにする。

②せん切りのじゃが芋は、素揚げにする。

③器にせん切りの野菜を盛り、素揚げのじゃ

　　が芋とかつお節をのせて好みのドレッシン

　　グをかける。

※ポイント

　　・せん切りは、スライサー（特に刺身のツ

　　　マ用）があると便利です。

　　・黄色いじゃが芋（きたあかりなど）を使

　　　うといろどりがきれいになります。

材料
（6人分）

★大根サラダ

▲里芋の素揚げ肉みそ炒め ▲大根サラダ

　県が開催したコンテストで、田上

小学校３年生の小日向葵さんが優秀

賞を受賞しました。

　おめでとうございました。2015
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
す
ば
ら
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
11
月
末
は
安
倍
首
相
が
衆
議

院
を
解
散
、
そ
し
て
12
月
２
日
公
示
14

日
を
投
開
票
と
い
う
慌
た
だ
し
い
年
の

瀬
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
否
」
「
デ
フ

レ
脱
却
」
「
景
気
回
復
、
こ
の
道
し
か

な
い
」
と
い
う
第
２
次
安
倍
政
権
が
掲

げ
て
き
た
施
策
を
問
う
と
い
う
選
挙
戦

術
で
、
国
民
の
多
く
は
十
分
に
考
え
る

余
裕
も
な
く
投
票
日
を
迎
え
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
結
果
は
と
も
あ
れ
、
多
く
の
国
民
は

「
デ
フ
レ
脱
却
」
に
か
す
か
な
望
み
を

託
し
、
地
方
が
元
気
に
な
る
こ
と
に
懸

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
期
間
中
は
、
予
報
で
は
暖
冬
少

雪
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
が
、
合

間
の
２
度
に
わ
た
る
雪
と
な
り
、
一
気

に
冬
将
軍
到
来
と
成
り
大
荒
れ
の
選
挙

と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
夏
は
、
全
国
各
地
で
は
台
風

や
集
中
豪
雨
、
竜
巻
に
よ
る
被
害
が
相

次
ぎ
、
加
え
て
御
嶽
山
で
は
戦
後
最
悪

の
噴
火
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
災
害
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
や
、
生

活
基
盤
を
失
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
「
人
口
減
少
対
策
元
年
に

！
」
と
い
う
決
意
で
、
「
少
子
化
対
策

推
進
室
」
を
新
た
に
設
置
し
、
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
般
的

に
は
、
「
少
子
化
対
策
」
の
成
果
は
す

ぐ
で
る
こ
と
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減
は
将
来
の
市

町
村
の
存
続
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
は
、
人
口
減
少

と
少
子
化
の
波
は
な
ん
と
し
て
も
歯
止

め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
懸
案
の
文
化
的
施
設
の
建
設
を
検
討

し
て
か
ら
、
よ
う
や
く
に
し
て
具
体
的

な
構
想
づ
く
り
の
段
階
と
な
り
ま
し
た
。

文
化
的
施
設
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

に
、
そ
し
て
現
段
階
で
は
地
域
交
流
会

館
と
そ
の
利
用
目
的
で
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
　
　
　

　（
仮
）地
域
交
流
会
館
も
最
終
的
に
決

定
し
た
名
称
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年

度
は（
仮
）地
域
交
流
会
館
建
設
の
素
案

と
具
体
的
な
構
想
案
を
検
討
す
る
事
に

し
て
い
ま
す
。
２
月
頃
に
は
素
案
が
で

き
あ
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
引
き
続
き
議
会
で
も
検
討
し
て

頂
い
て
い
る
最
中
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
新
し
い「
ま
ち
づ
く
り
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
（
基
本
的
な
考
え
方
・

概
念
）
を
「
動
」
と
「
静
」
と
し
ま
し

た
。「
動
」
は
賑
わ
い
の
創
出
、「
静
」

は
学
び
の
空
間
と
、
２
つ
の
拠
点
を
中

心
に
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
「
動
」
の
拠
点
は

国
道
４
０
３
号
線
バ
イ
パ
ス
脇
の
文
化

的
施
設
の
建
設
予
定
地
に
（
仮
）
地
域

交
流
会
館
を
含
む
「
道
の
駅
」
の
建
設

と
、
学
び
の
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書

館
機
能
を
有
す
る
施
設
と
し
て
、
原
ヶ

崎
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
い
く
た

め
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
先
ほ

ど
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
議
会
で
の

最
終
決
定
を
得
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
計
画
は
、
国
の
地
方
創
生
あ
る

い
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
考
え
方

に
整
合
性
を
持
ち
な
が
ら
、
町
づ
く
り

の
拠
点
を
作
る
と
い
う
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
建
設

を
進
め
る
も
の
で
す

　
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
新
潟
市
に
接

続
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
そ
れ
ま
で
に

は
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
そ
し
て
若
者

の
定
着
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
今
年
の
町
の
公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
道
４
０
３
号
線
（
羽
生
田
地
区
）
の

歩
道
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
継
続
事

業
と
し
て
は
、
引
き
続
き
４
０
３
号
バ

イ
パ
ス
工
事
（
平
成
30
年
前
半
を
目
指

す
）
の
整
備
促
進
、
新
潟
五
泉
間
瀬
線

（
上
野
屋
か
ら
初
音
ま
で
）、
加
茂
川
堤

防
嵩
上
げ
工
事
、
五
社
川
改
修
工
事
の

調
査
設
計
、
ま
た
下
水
道
事
業
と
し
て

は
、
田
上
終
末
処
理
場
改
築
更
新
（
機

械
・
電
気
）
を
実
施
の
予
定
で
す
。

　
来
年
度
は
、
新
規
事
業
を
比
較
的
小

規
模
に
し
ま
し
た
。
保
健
福
祉
関
係
の

事
業
は
年
々
予
算
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
既
存
事
業
を
見
直
し
、
新
規
事
業

化
し
て
い
く
事
業
も
あ
り
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
田
上
町
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
の
一
年
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

    

　
　
　
　田
上
町
長

　佐
藤

　邦
義

「
動
」と「
静
」の

　　　　ま
ち
づ
く
り
構
想

町
の
公
共
事
業
・
保
健

福
祉
関
係
事
業
に
つ
い
て
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。
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ま
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、
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２
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と
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は
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で
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が
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合

間
の
２
度
に
わ
た
る
雪
と
な
り
、
一
気

に
冬
将
軍
到
来
と
成
り
大
荒
れ
の
選
挙

と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
夏
は
、
全
国
各
地
で
は
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、
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に
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次
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、
加
え
て
御
嶽
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の
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。
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の
考
え
方

に
整
合
性
を
持
ち
な
が
ら
、
町
づ
く
り

の
拠
点
を
作
る
と
い
う
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
建
設

を
進
め
る
も
の
で
す

　
４
０
３
号
バ
イ
パ
ス
が
新
潟
市
に
接

続
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
そ
れ
ま
で
に

は
完
成
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
流
人
口
の
増
加
そ
し
て
若
者

の
定
着
に
も
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
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町
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に
つ
い
て
は
、

国
道
４
０
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区
）
の

歩
道
整
備
に
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り
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み
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継
続
事

業
と
し
て
は
、
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き
続
き
４
０
３
号
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イ
パ
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平
成
30
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前
半
を
目
指
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の
整
備
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、
新
潟
五
泉
間
瀬
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上
野
屋
か
ら
初
音
ま
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加
茂
川
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防
嵩
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五
社
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事
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下
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は
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終
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築
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械
・
電
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の
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定
で
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は
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て
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業
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し
、
新
規
事
業

化
し
て
い
く
事
業
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。
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田
上
町
の
新
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づ
く
り
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タ
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一
年
に
し
て
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き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
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上
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ち
づ
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り
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想

町
の
公
共
事
業
・
保
健

福
祉
関
係
事
業
に
つ
い
て
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問い合わせ：役場総務課少子化対策推進係　57－6222

　全国的に少子高齢化、人口減少が進むなか、田上町では平成２６年度から少子化対策の柱として定住促進

による活力あるまちづくりを進めていこうとしています。

　そこで、町民のニーズを把握するため、近年田上町に移住された方々に対して町での住みごこちや今後の

要望などを、就業前の子どものいる世代に対して子育て世代が必要としていることをお聞きするアンケート

調査を行いました。

　この調査結果をもとに、町の少子化・定住化対策に関する課題を整理し、これから取り組むべき少子化・

定住対策を決定いたしました。

　１月号と２月号でニーズ調査の結果について、３月号ではこれから取り組む少子化・定住対策の内容につ

いてお知らせいたします。

　今月は、近年田上町に移住された方々にお聞きしたアンケート結果をお知らせいたします。

雇用の場があること

商売や事業経営がしやすいこと

通勤（通学）がしやすいこと

交通の便が良いこと

自然環境が良いこと

災害や交通事故、犯罪などの面で不安がないこと

生活・住宅環境が良いこと

医療や福祉面が充実していること

進学や子育て環境が良いこと

子どもの教育環境が良いこと

人間関係や近所づきあいで悩まないでよさそうなこと

買物や娯楽の場が多いこと

余暇や生きがいを楽しむ機会が多いこと

子どもや親類などが近くに住んでいること

土地や住宅が低廉であること

閑静な居住環境であること

まちに賑わいや活気があること

道路・公園・下水道などの生活基盤が整備されていること

住宅取得に関する町の支援制度が充実していること

その他

自然・景観が良い

買物などが不便

住みよいまち

交通の便が良くない

医療面が不便

教育環境が良くない

治安面が不安

狭い道路が多い

田舎

3

0 5 10 15

【件数】

【件数】

田上町を選んだ理由（複数可）

②田上町を選んだ理由

　回答者の過半数（53％）が転入の際、田上町以外の市町村も検討したと回答しています。その中で田上町

を選んだ理由としては、「土地や住宅が低廉であること」や「自然環境がよいこと」、「閑静な居住環境で

あること」が多くあげられます。

①田上町に転入した理由（きっかけ）

　「親や親族との別居」が32％で最も多く、「親や親族との同居・近居」が次に多くなっています。「子ど

もの就園・就学」、「結婚・離婚」もそれぞれ10％あります。

回答者数：38

転居後実感（記述による回答、その後分類） 回答者数：54

転居した理由（きっかけ）

田上町の住みごこちと望ましい定住環境について、おたずねします

④田上町のイメージ

　田上町への転入の前後でイメージを比較すると、「買物などが不便」、「交通の便が良くない」、「医療面で

不便」など、都市施設整備の点でマイナスイメージが大きくなっています。

③田上町のすぐれている点・劣っている点

　田上町のすぐれている点は、「自然環境が良い」、「閑静な居住環境」、「土地や住宅が低廉」、「交通の便が

良い」、「通勤・通学がしやすい」などがあげられ、逆に劣っている点は「買物や娯楽の場が少ない」、「まち

に賑わいや活気がない」、「雇用の場がない」、「基盤整備（道路・公園・下水道など）が遅れている」などが

あげられます。

子育て支援について、おたずねします

⑤子育て支援の希望

　子育て支援で望むものとしては、「安心して妊娠・出産・子育てできる医療体制」、「安心して子育てと仕

事を両立できる職場環境」、「子育てに関する公的な経済支援」、「子育て家庭が利用しやすい公園や子育て支

援施設等」が多くあげられました。

　また、町の子育て助成制度については認知度が低い状況です。

⑥田上町にも欲しい助成等

　他の市町村で行われている助成やサービスで特徴的なもの、田上町にあったらよいと思う制度などについ

て、以下のような意見がありました。

　・医療費の無料化あるいは助成（無料化：子ども医療費、助成：予防接種、妊娠、産後１か月間）

　・教育費無料化あるいは助成（無料化：幼稚園、小中高、助成：給食費）

　・祝い金（出産、第３子以降に100万円）

　・子育て関連の費用助成・支援

　　　チャイルドシート購入、病後児保育、ファミリーサポート、子育て世帯の買物や飲食の割引・特典、

　　　子育てに関する講演会やセミナー、小中学生向けの劇やオーケストラ

　・その他（入浴施設割引券交付、納税やその他の支払の休日対応、図書館、町民バス、温泉利用のバスの

　　運行、雪おろしの助成、太陽光パネル等、クリーンエネルギー対策への助成　など）

⑦田上町に住み続けるために望むことなど

　町に望むものとしては、「買物環境」、「医療施設」、「道路の整備」が特に多くあげられました。このほか雇

用の創出、公共交通の整備・充実、娯楽施設の整備・充実・管理、教育施設・内容の充実、住宅環境の整備、

空き地・空き家対策など多くの意見が出ています。

田上町に住み続けるために望むこと

回答者数：72
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転職　　　転勤　　　　　　　　　　　　　退職　　　　　　　　　子どもの就園・修学　　　　結婚・離婚など
住宅　　　親や親族等との同居・近居　　　親や親族との別居　　　その他

対　象 調査方法 配布日 締切日 配布数 回収数 回収率

近年移住してきた世帯
113世帯

郵便による配布・回収 H26.5.13 H26.5.30 113 74 65.5%

4広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●5 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号



 

 
 

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

・・・・・・・・・・・・・・・

問い合わせ：役場総務課少子化対策推進係　57－6222

　全国的に少子高齢化、人口減少が進むなか、田上町では平成２６年度から少子化対策の柱として定住促進

による活力あるまちづくりを進めていこうとしています。

　そこで、町民のニーズを把握するため、近年田上町に移住された方々に対して町での住みごこちや今後の

要望などを、就業前の子どものいる世代に対して子育て世代が必要としていることをお聞きするアンケート

調査を行いました。

　この調査結果をもとに、町の少子化・定住化対策に関する課題を整理し、これから取り組むべき少子化・

定住対策を決定いたしました。

　１月号と２月号でニーズ調査の結果について、３月号ではこれから取り組む少子化・定住対策の内容につ

いてお知らせいたします。

　今月は、近年田上町に移住された方々にお聞きしたアンケート結果をお知らせいたします。

雇用の場があること

商売や事業経営がしやすいこと

通勤（通学）がしやすいこと

交通の便が良いこと

自然環境が良いこと

災害や交通事故、犯罪などの面で不安がないこと

生活・住宅環境が良いこと

医療や福祉面が充実していること

進学や子育て環境が良いこと

子どもの教育環境が良いこと

人間関係や近所づきあいで悩まないでよさそうなこと

買物や娯楽の場が多いこと

余暇や生きがいを楽しむ機会が多いこと

子どもや親類などが近くに住んでいること

土地や住宅が低廉であること

閑静な居住環境であること

まちに賑わいや活気があること

道路・公園・下水道などの生活基盤が整備されていること

住宅取得に関する町の支援制度が充実していること

その他

自然・景観が良い

買物などが不便

住みよいまち

交通の便が良くない

医療面が不便

教育環境が良くない

治安面が不安

狭い道路が多い

田舎

3

0 5 10 15

【件数】

【件数】

田上町を選んだ理由（複数可）

②田上町を選んだ理由

　回答者の過半数（53％）が転入の際、田上町以外の市町村も検討したと回答しています。その中で田上町

を選んだ理由としては、「土地や住宅が低廉であること」や「自然環境がよいこと」、「閑静な居住環境で

あること」が多くあげられます。

①田上町に転入した理由（きっかけ）

　「親や親族との別居」が32％で最も多く、「親や親族との同居・近居」が次に多くなっています。「子ど

もの就園・就学」、「結婚・離婚」もそれぞれ10％あります。

回答者数：38

転居後実感（記述による回答、その後分類） 回答者数：54

転居した理由（きっかけ）

田上町の住みごこちと望ましい定住環境について、おたずねします
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問い合わせ：三条税務署　32－6211（自動音声案内）

問い合わせ：役場町民課税務係　57－6115

問い合わせ：役場町民課住民係　57－6115

確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！

e-Taxで使用する「住民基本台帳カード」を申請する方

住民基本台帳カード
申請はお早めに！
　e-Taxを利用した申告には、「住民基本台帳カード（電子証明書）」

が必要です。申請してから交付までに通常２週間程度かかります。

また、申請が集中すると交付までさらに日数を要する場合があるた

め、所得税及び復興特別所得税等の申告でe-Taxを利用する方は役

場窓口で早めに申請してください。

【手続きに必要なもの】
 ◆本人申請の場合
　 印かん、免許証またはパスポート、写真（住
　 民基本台帳カードに写真をつけたい方）
 ◆代理人申請の方
　 本人の印かん、本人の写真（住民基本台帳
　 カードに写真をつけたい方）
　 ※別途、郵送等で本人確認を行います。
　 ※写真サイズ　縦4.5㎝×横3.5㎝

住民基本台帳カード

電 子 証 明 書

発行手数料

500円

500円

有効期間

10年

3年

書面での提出

e-Tax 住民基本台帳カード（電子証明書）、ＩＣカードリーダ
ライタ、必要に応じプリンター

必要なもの 添付書類の提出

プリンター

※「確定申告書作成等コーナー」は国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp）よりお進みください。

提出が必要

省略可能（法定申告期限から5年間、
提出・提示を求められる場合あり）

　自宅にパソコンとインターネット環境のある方は、「確定申告書作成等コーナー」から、申告書

等のデータを印刷して書面での提出やe-Taxを利用した申告をすることができます。これらを利用

すると、申告相談会場に出向く必要がなくなるとともに、税額の計算誤りを防ぐこともできます。

問い合わせ：三条税務署　32－6211（自動音声案内）

確定申告は「リサーチコア」会場で！確定申告は「リサーチコア」会場で！

○開設期間　２月16日（月）～３月16日（月）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○場　　所　リサーチコア６階　研修室１、２、３
　　　　　　三条市須頃１丁目17番地（下記の相談会場案内図参照）
○受付時間　午前９時～午後４時

※上記期間中、三条税務署庁舎では申告相談は行っておらず、作成済確定申告書の提出の受付及び確定申告書用紙の

　　配布のみ行っています。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

住民税申告は「田上町役場」会場で！住民税申告は「田上町役場」会場で！

○開設期間　２月16日（月）～３月16日（月）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○場　　所　役場１階多目的会議室（町民課おく）
○受付時間　午前８時45分～11時30分
　　　　　　午後１時～４時30分

※所得税及び復興特別所得税の確定申告も役場会場で受け付けることができますが、青色申告、土地や建物・株式等

　　の譲渡所得等の申告はリサーチコア会場をご利用下さい。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

　平成25年分から平成49年分まで

の各年分について、所得税と併せ

て復興特別所得税の申告及び納付

をすることとされています。その

復興特別所得税の額は、各年分の

基準所得税額に2.1％の税率を掛け

て計算した金額です。還付申告の

方も含め、申告される全ての方に

ついて「復興特別所得税額」欄の

記載が必要となりますので、記載

漏れのないようご注意ください。

復興特別所得税額の記載漏れ
にご注意ください

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　確定申告書や住民税申告書等の用紙類を２月２日(月)頃から町民課前のテーブルに準備する

予定です。必要な方はお持ち帰りいただき、申告期限の３月16日(月)までに提出をお願いしま

す。なお、町民課での申告書の受け取りは、２月16日(月)から行います。

確定申告書・住民税申告書用紙類の準備について

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限及び振替日は、次のとおりです。

　　・納期限……平成27年３月16日（月）

　　・振替日……平成27年４月20日（月）

　現金で納付する場合は、納期限までに現金に納付書を添えて、お近くの金融機関（日本銀行

歳入代理店）で納付してください。

　また、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出すると、指定した

金融機関の口座から振替日に自動的に納税額が引き落としされます。一度登録をすると、翌年

以降も継続され大変便利ですので、ぜひご利用ください。

納付期限と振替納税の利用について

相談会場案内図
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問い合わせ：三条税務署　32－6211（自動音声案内）

問い合わせ：役場町民課税務係　57－6115

問い合わせ：役場町民課住民係　57－6115

確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！確定申告は、国税庁HPの「確定申告書作成等コーナー」を利用してみませんか！
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　 ※写真サイズ　縦4.5㎝×横3.5㎝

住民基本台帳カード
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※「確定申告書作成等コーナー」は国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp）よりお進みください。

提出が必要

省略可能（法定申告期限から5年間、
提出・提示を求められる場合あり）

　自宅にパソコンとインターネット環境のある方は、「確定申告書作成等コーナー」から、申告書

等のデータを印刷して書面での提出やe-Taxを利用した申告をすることができます。これらを利用

すると、申告相談会場に出向く必要がなくなるとともに、税額の計算誤りを防ぐこともできます。
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確定申告は「リサーチコア」会場で！確定申告は「リサーチコア」会場で！

○開設期間　２月16日（月）～３月16日（月）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○場　　所　リサーチコア６階　研修室１、２、３
　　　　　　三条市須頃１丁目17番地（下記の相談会場案内図参照）
○受付時間　午前９時～午後４時

※上記期間中、三条税務署庁舎では申告相談は行っておらず、作成済確定申告書の提出の受付及び確定申告書用紙の

　　配布のみ行っています。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

住民税申告は「田上町役場」会場で！住民税申告は「田上町役場」会場で！

○開設期間　２月16日（月）～３月16日（月）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○場　　所　役場１階多目的会議室（町民課おく）
○受付時間　午前８時45分～11時30分
　　　　　　午後１時～４時30分

※所得税及び復興特別所得税の確定申告も役場会場で受け付けることができますが、青色申告、土地や建物・株式等

　　の譲渡所得等の申告はリサーチコア会場をご利用下さい。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

　平成25年分から平成49年分まで

の各年分について、所得税と併せ

て復興特別所得税の申告及び納付

をすることとされています。その

復興特別所得税の額は、各年分の

基準所得税額に2.1％の税率を掛け

て計算した金額です。還付申告の

方も含め、申告される全ての方に

ついて「復興特別所得税額」欄の

記載が必要となりますので、記載

漏れのないようご注意ください。

復興特別所得税額の記載漏れ
にご注意ください

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　確定申告書や住民税申告書等の用紙類を２月２日(月)頃から町民課前のテーブルに準備する

予定です。必要な方はお持ち帰りいただき、申告期限の３月16日(月)までに提出をお願いしま

す。なお、町民課での申告書の受け取りは、２月16日(月)から行います。

確定申告書・住民税申告書用紙類の準備について

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　確定申告による所得税及び復興特別所得税の納期限及び振替日は、次のとおりです。

　　・納期限……平成27年３月16日（月）

　　・振替日……平成27年４月20日（月）

　現金で納付する場合は、納期限までに現金に納付書を添えて、お近くの金融機関（日本銀行

歳入代理店）で納付してください。

　また、振替納税は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」を提出すると、指定した

金融機関の口座から振替日に自動的に納税額が引き落としされます。一度登録をすると、翌年

以降も継続され大変便利ですので、ぜひご利用ください。

納付期限と振替納税の利用について

相談会場案内図
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についての作文についての作文についての作文

　
昔
は
消
費
税
な
ん
か
な
か
っ
た
の

に
、
何
で
今
は
本
来
の
値
段
よ
り
高

い
お
金
を
出
し
て
払
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
ろ
う
。
税
金
に
つ
い
て

知
ら
な
か
っ
た
頃
は
ず
っ
と
こ
う
思

っ
て
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
前
言
撤

回
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
小
さ
い
頃
、
落
ち
着
き
が
な

い
子
ど
も
で
し
た
。
車
に
ひ
か
れ
て

救
急
車
に
運
ば
れ
た
り
、
骨
折
を
し

た
り
、
車
の
ド
ア
に
指
が
は
さ
ま
っ

て
指
の
骨
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、

太
も
も
に
竹
が
さ
さ
っ
て
入
院
し
た

り
た
く
さ
ん
大
け
が
を
し
ま
し
た
。

な
の
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
医
者
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最

近
、
テ
レ
ビ
で
外
国
で
は
救
急
車
を

呼
ん
だ
り
す
る
の
に
は
数
万
円
お
金

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
じ
ゃ
あ
私
が
救
急
車
に
乗
っ
た

時
、
両
親
は
そ
ん
な
に
お
金
を
払
っ

た
の
か
と
聞
く
と
、
日
本
で
は
国
が

お
金
を
払
っ
て
く
れ
る
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
し
か
も
中
３
ま
で
は
治

療
費
や
薬
な
ど
の
お
金
が
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
資
料

を
見
て
み
る
と
他
に
も
税
金
は
い
ろ

い
ろ
使
わ
れ
て
い
て
、
学
校
の
校
舎

や
町
に
あ
る
公
園
、
道
路
な
ど
も
税

金
で
造
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
私
が
一
年
生
の
頃
に
は
、
吹
奏
楽

部
の
先
輩
達
が
西
関
東
大
会
に
出
場

し
、
私
達
一
年
生
は
楽
器
運
搬
の
た

め
共
に
山
梨
県
へ
行
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
バ
ス
代
や
ホ
テ
ル
代
な
ど
、

町
が
全
額
負
担
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
も
し
、
税
金
が
な
か
っ

た
ら
、
家
の
家
計
は
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
救
急
車
だ
っ
て
呼
べ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
し
、
手
術
だ
っ
て

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

手
術
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
私
は

ケ
ガ
が
治
ら
ず
、
今
も
苦
し
ん
で
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
学
校
だ
っ
て

な
か
っ
た
ら
、
勉
強
だ
っ
て
で
き
な

い
し
友
達
も
で
き
な
い
し
、
西
関
東

大
会
な
ん
て
行
っ
て
る
場
合
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
私

は
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
知
り

ま
し
た
。
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
全
国
民

が
。
自
分
達
で
払
っ
て
い
る
税
が
自

分
達
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
税
金

の
事
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
私
は
と

て
も
恥
ず
か
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
消
費
税
が
10
％
に

な
る
の
は
、
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
今
、
今

ま
で
を
築
き
上
げ
て
く
れ
た
お
年
寄

り
に
尽
く
す
こ
と
は
む
し
ろ
良
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
中
で

税
金
を
良
く
な
い
こ
と
に
使
っ
て
い

る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
で
言
っ
て
い
ま
し

た
。
税
金
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る

人
が
国
民
か
ら
集
ま
っ
た
お
金
を
自

分
の
好
き
な
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の

は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
つ
こ
い
よ
う
で
す
が
私
達
一
人
一

人
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
税
金
で
あ

っ
て
、
た
っ
た
一
人
だ
け
の
た
め
に

使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
税
金
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ

け
で
、
視
野
が
広
が
り
、
考
え
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。
私
達
は
自
分
達
の

た
め
国
民
み
ん
な
の
た
め
に
税
を
払

っ
て
い
る
の
で
す
。

　三条税務署、三南地区納税貯蓄組合連合会、町租税教育推進協議会では、税についての正しい知識とその重要性

を深く認識してもらうため、中学生を対象に毎年度「税についての作文」を募集しています。

　今年度もたくさんの応募がありました。その中から入選した作品をご紹介します。（敬称略）

平成26年
度

中学生入選作品中学生入選作品税税税
○
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

　
３
年
　
山
口
二
千
花

※
下
段
に
作
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　会
長
賞

　
３
年
　
熊
倉
　
　
花

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　優
秀
賞

　
３
年
　
矢
沢
　
瑠
花

　
３
年
　
金
子
ひ
よ
り

　
３
年
　
山
川
　
大
智

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　佳
作

　
３
年
　
戸
松
　
　
仁

　
３
年
　
野
口
　
梨
乃

　
３
年
　
諸
橋
　
　
葵

　
３
年
　
五
十
嵐
美
紀

受
賞
者

新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

『
私
を
支
え
て
く
れ
た
税
金
』
　
３
年
　
山
口
　
二
千
花

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
０
６
万
９
千
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
46
億
１
５
１
万
１
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
12
月
14
日
執
行
の
「
衆
議
院
議
員
総
選

挙
」
に
伴
う
関
連
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

　の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

　定
め
る
条
例
の
制
定

▼
田
上
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

　員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数

　に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制

　定
▽
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

　
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

　
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の

　
施
行
に
伴
い
、
介
護
保
険
法
の
一
部
改

　
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、こ

　
れ
ま
で
法
律
や
政
省
令
で
定
め
ら
れ
て

　
い
た
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

　
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
並
び

　
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

　
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数
に
関

　
す
る
基
準
等
に
つ
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

　び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　の
制
定

▼
田
上
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

▼
田
上
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　る
条
例
の
制
定

▽
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」及
び「
就

　
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

　
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

　
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

　
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

　
法
律
に
よ
る
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
に

　
伴
い
、
設
備
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
町
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
子
ど
も
た
け
の
子
基
金
条
例
の

　制
定

▽
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ふ
る
さ

　
と
応
援
寄
附
金
な
ど
を
財
源
と
し
、
次

　
代
の
田
上
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

　
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
つ
こ
と
が
で
き

　
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

　
を
目
的
に
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

　酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
改
正

▽
産
業
医
の
報
酬
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
改
正

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

　び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　改
正

▽
国
、
県
同
様
に
、
期
末
手
当
の
支
給
率

　
を
０
・
１
５
月
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▼
田
上
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
改
正

▽
新
潟
県
人
事
委
員
会
勧
告
及
び
人
事
院

　
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料
表
の
改
定
、
通

　
勤
手
当
・
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
ま
し

　
た
。

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　正
▽
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に

　
基
づ
き
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直

　
し
と
併
せ
て
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額

　
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
５
号
）

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
５
１
万
１
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
を
46
億
２
９
０
２

　
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
県
支
出
金
に
お
い
て
は
国

民
健
康
保
険
基
盤
安
定
に
係
る
負
担
金
の

増
額
や
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
費

補
助
金
な
ど
の
追
加
な
ど
。
諸
収
入
に
お

い
て
は
平
成
25
年
度
の
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担

金
の
受
け
入
れ
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
よ
る
職
員
及

び
特
別
職
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経
費

の
増
額
や
総
務
費
に
お
い
て
は
、
道
の
駅

等
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
係
る
関
連
経

費
の
追
加
、
民
生
費
に
お
い
て
は
、
保
険

基
盤
安
定
の
た
め
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
、
農
林
水
産
業

費
に
お
い
て
は
、
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
事
業
に
係
る
交
付
金
の
追
加
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
12
万
円
２
千
を
追
加
し
、  

　
総
額
を
３
億
９
９
４
２
万
２
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
億
９
５
０
万
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
14
億
５
４
５
０
万
円
と

　
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
69
万
８
千
円
を
追
加
し
、

　　総
額
を
１
億
８
０
９
万
８
千
円
と
し
ま

　
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
27
万
３
千
円
を
追
加
し
、

　　総
額
を
３
９
５
７
万
３
千
円
と
し
ま
し

　
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
０
２
万
７
千
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
12
億
３
８
０
万
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　算
（
第
１
号
）

▽
当
初
予
算
第
３
条
に
定
め
た
収
益
的
支

　
出
の
水
道
事
業
費
用
の
予
定
額
を
15
万

　
６
千
円
追
加
し
、
２
億
６
９
９
１
万
１

　
千
円
と
す
る
も
の
と
、
予
算
第
４
条
に

　
定
め
た
資
本
的
支
出
予
定
額
を
５
万
１

　
千
円
追
加
し
、
７
７
９
１
万
円
と
す
る

　
も
の
と
、
予
算
第
４
条
本
文
括
弧
書
中

　
に
定
め
た
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

　
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
７
７
４
６

　
万
６
千
円
を
７
７
５
１
万
７
千
円
に
過

　
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
７
４
２
４

　
万
円
を
７
４
２
９
万
１
千
円
に
改
め
、

　
予
定
額
と
す
る
補
正
及
び
、
当
初
予
算

　
第
６
条
に
定
め
た
議
会
の
議
決
を
経
な

　
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
職

　
員
給
与
費
の
経
費
を
20
万
７
千
円
追
加

　
し
１
６
６
７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

　変
更

▽
新
た
に
見
附
市
及
び
新
潟
県
中
越
福
祉

　
事
務
組
合
か
ら
公
平
委
員
会
に
関
す
る

　
事
務
に
つ
い
て
、
共
同
処
理
事
務
に
加

　
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
理
事
務
の

　
専
門
性
が
高
ま
り
、
公
平
性
が
確
保
さ

　
れ
る
と
の
理
由
で
加
入
申
出
が
あ
っ
た

　
こ
と
か
ら
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

第
５
回
田
上
町

　議
会
定
例
会

第
５
回
田
上
町

　議
会
定
例
会

平
成
26
年

平
成
26
年

12
月
８
日
、
第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
招

集
さ
れ
、
12
月
15
日
ま
で
の
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
議
案
は
、
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
合

計
21
議
案
で
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

8広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●9 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号

規
約
の
変
更

条
例
の
制
定
、一
部
改
正

補

正

予

算

専

決

処

分



についての作文についての作文についての作文

　
昔
は
消
費
税
な
ん
か
な
か
っ
た
の

に
、
何
で
今
は
本
来
の
値
段
よ
り
高

い
お
金
を
出
し
て
払
わ
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
ろ
う
。
税
金
に
つ
い
て

知
ら
な
か
っ
た
頃
は
ず
っ
と
こ
う
思

っ
て
ま
し
た
。
で
も
今
は
、
前
言
撤

回
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
小
さ
い
頃
、
落
ち
着
き
が
な

い
子
ど
も
で
し
た
。
車
に
ひ
か
れ
て

救
急
車
に
運
ば
れ
た
り
、
骨
折
を
し

た
り
、
車
の
ド
ア
に
指
が
は
さ
ま
っ

て
指
の
骨
が
折
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
、

太
も
も
に
竹
が
さ
さ
っ
て
入
院
し
た

り
た
く
さ
ん
大
け
が
を
し
ま
し
た
。

な
の
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
医
者
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
最

近
、
テ
レ
ビ
で
外
国
で
は
救
急
車
を

呼
ん
だ
り
す
る
の
に
は
数
万
円
お
金

が
か
か
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
じ
ゃ
あ
私
が
救
急
車
に
乗
っ
た

時
、
両
親
は
そ
ん
な
に
お
金
を
払
っ

た
の
か
と
聞
く
と
、
日
本
で
は
国
が

お
金
を
払
っ
て
く
れ
る
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
し
か
も
中
３
ま
で
は
治

療
費
や
薬
な
ど
の
お
金
が
税
金
で
ま

か
な
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
資
料

を
見
て
み
る
と
他
に
も
税
金
は
い
ろ

い
ろ
使
わ
れ
て
い
て
、
学
校
の
校
舎

や
町
に
あ
る
公
園
、
道
路
な
ど
も
税

金
で
造
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま

た
私
が
一
年
生
の
頃
に
は
、
吹
奏
楽

部
の
先
輩
達
が
西
関
東
大
会
に
出
場

し
、
私
達
一
年
生
は
楽
器
運
搬
の
た

め
共
に
山
梨
県
へ
行
き
ま
し
た
。
そ

の
時
の
バ
ス
代
や
ホ
テ
ル
代
な
ど
、

町
が
全
額
負
担
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
も
し
、
税
金
が
な
か
っ

た
ら
、
家
の
家
計
は
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
救
急
車
だ
っ
て
呼
べ
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
し
、
手
術
だ
っ
て

で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

手
術
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
ら
私
は

ケ
ガ
が
治
ら
ず
、
今
も
苦
し
ん
で
い

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
学
校
だ
っ
て

な
か
っ
た
ら
、
勉
強
だ
っ
て
で
き
な

い
し
友
達
も
で
き
な
い
し
、
西
関
東

大
会
な
ん
て
行
っ
て
る
場
合
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
私

は
税
金
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
知
り

ま
し
た
。
私
だ
け
じ
ゃ
な
く
全
国
民

が
。
自
分
達
で
払
っ
て
い
る
税
が
自

分
達
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
。
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
税
金

の
事
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
私
は
と

て
も
恥
ず
か
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
は
消
費
税
が
10
％
に

な
る
の
は
、
仕
方
が
な
い
と
思
い
ま

す
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
今
、
今

ま
で
を
築
き
上
げ
て
く
れ
た
お
年
寄

り
に
尽
く
す
こ
と
は
む
し
ろ
良
い
事

だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
中
で

税
金
を
良
く
な
い
こ
と
に
使
っ
て
い

る
と
、
ニ
ュ
ー
ス
で
言
っ
て
い
ま
し

た
。
税
金
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る

人
が
国
民
か
ら
集
ま
っ
た
お
金
を
自

分
の
好
き
な
よ
う
に
使
っ
て
い
る
の

は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
つ
こ
い
よ
う
で
す
が
私
達
一
人
一

人
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
税
金
で
あ

っ
て
、
た
っ
た
一
人
だ
け
の
た
め
に

使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
税
金
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ

け
で
、
視
野
が
広
が
り
、
考
え
方
が

変
わ
り
ま
し
た
。
私
達
は
自
分
達
の

た
め
国
民
み
ん
な
の
た
め
に
税
を
払

っ
て
い
る
の
で
す
。

　三条税務署、三南地区納税貯蓄組合連合会、町租税教育推進協議会では、税についての正しい知識とその重要性

を深く認識してもらうため、中学生を対象に毎年度「税についての作文」を募集しています。

　今年度もたくさんの応募がありました。その中から入選した作品をご紹介します。（敬称略）

平成26年
度

中学生入選作品中学生入選作品税税税
○
新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

　
３
年
　
山
口
二
千
花

※
下
段
に
作
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　会
長
賞

　
３
年
　
熊
倉
　
　
花

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　優
秀
賞

　
３
年
　
矢
沢
　
瑠
花

　
３
年
　
金
子
ひ
よ
り

　
３
年
　
山
川
　
大
智

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　佳
作

　
３
年
　
戸
松
　
　
仁

　
３
年
　
野
口
　
梨
乃

　
３
年
　
諸
橋
　
　
葵

　
３
年
　
五
十
嵐
美
紀

受
賞
者

新
潟
県
三
条
地
域
振
興
局
長
賞

『
私
を
支
え
て
く
れ
た
税
金
』
　
３
年
　
山
口
　
二
千
花

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
０
６
万
９
千
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
46
億
１
５
１
万
１
千
円

　
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
12
月
14
日
執
行
の
「
衆
議
院
議
員
総
選

挙
」
に
伴
う
関
連
経
費
を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業

　の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

　定
め
る
条
例
の
制
定

▼
田
上
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

　員
に
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数

　に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
制

　定
▽
「
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め

　
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の

　
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
の

　
施
行
に
伴
い
、
介
護
保
険
法
の
一
部
改

　
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、こ

　
れ
ま
で
法
律
や
政
省
令
で
定
め
ら
れ
て

　
い
た
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の

　
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
並
び

　
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に

　
係
る
基
準
及
び
当
該
職
員
の
員
数
に
関

　
す
る
基
準
等
に
つ
い
て
制
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

　び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　の
制
定

▼
田
上
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

　定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

　基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

▼
田
上
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

　設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　る
条
例
の
制
定

▽
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
」及
び「
就

　
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

　
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

　
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

　
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

　
法
律
に
よ
る
児
童
福
祉
法
」
の
改
正
に

　
伴
い
、
設
備
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
町
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

　
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
子
ど
も
た
け
の
子
基
金
条
例
の

　制
定

▽
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
ふ
る
さ

　
と
応
援
寄
附
金
な
ど
を
財
源
と
し
、
次

　
代
の
田
上
町
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、

　
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
つ
こ
と
が
で
き

　
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

　
を
目
的
に
基
金
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

　酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

　部
改
正

▽
産
業
医
の
報
酬
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　の
一
部
改
正

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
及

　び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　改
正

▽
国
、
県
同
様
に
、
期
末
手
当
の
支
給
率

　
を
０
・
１
５
月
引
き
上
げ
ま
し
た
。

▼
田
上
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

　一
部
改
正

▽
新
潟
県
人
事
委
員
会
勧
告
及
び
人
事
院

　
勧
告
に
基
づ
き
、
給
料
表
の
改
定
、
通

　
勤
手
当
・
勤
勉
手
当
を
引
き
上
げ
ま
し

　
た
。

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

　正
▽
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
に

　
基
づ
き
、
産
科
医
療
補
償
制
度
の
見
直

　
し
と
併
せ
て
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額

　
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
平
成
26
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正
予

　算
（
第
５
号
）

▽
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
７
５
１
万
１
千

　
円
を
追
加
し
、
総
額
を
46
億
２
９
０
２

　
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
、
県
支
出
金
に
お
い
て
は
国

民
健
康
保
険
基
盤
安
定
に
係
る
負
担
金
の

増
額
や
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
費

補
助
金
な
ど
の
追
加
な
ど
。
諸
収
入
に
お

い
て
は
平
成
25
年
度
の
負
担
金
の
確
定
に

よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
給
付
費
負
担

金
の
受
け
入
れ
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
人
事
院
勧
告
よ
る
職
員
及

び
特
別
職
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経
費

の
増
額
や
総
務
費
に
お
い
て
は
、
道
の
駅

等
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
係
る
関
連
経

費
の
追
加
、
民
生
費
に
お
い
て
は
、
保
険

基
盤
安
定
の
た
め
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
額
、
農
林
水
産
業

費
に
お
い
て
は
、
水
田
農
業
構
造
改
革
対

策
事
業
に
係
る
交
付
金
の
追
加
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
12
万
円
２
千
を
追
加
し
、  

　
総
額
を
３
億
９
９
４
２
万
２
千
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
億
９
５
０
万
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
14
億
５
４
５
０
万
円
と

　
し
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
69
万
８
千
円
を
追
加
し
、

　　総
額
を
１
億
８
０
９
万
８
千
円
と
し
ま

　
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
27
万
３
千
円
を
追
加
し
、

　　総
額
を
３
９
５
７
万
３
千
円
と
し
ま
し

　
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
７
０
２
万
７
千
円
を
追

　
加
し
、
総
額
を
12
億
３
８
０
万
円
と
し

　
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

　算
（
第
１
号
）

▽
当
初
予
算
第
３
条
に
定
め
た
収
益
的
支

　
出
の
水
道
事
業
費
用
の
予
定
額
を
15
万

　
６
千
円
追
加
し
、
２
億
６
９
９
１
万
１

　
千
円
と
す
る
も
の
と
、
予
算
第
４
条
に

　
定
め
た
資
本
的
支
出
予
定
額
を
５
万
１

　
千
円
追
加
し
、
７
７
９
１
万
円
と
す
る

　
も
の
と
、
予
算
第
４
条
本
文
括
弧
書
中

　
に
定
め
た
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支

　
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る
額
７
７
４
６

　
万
６
千
円
を
７
７
５
１
万
７
千
円
に
過

　
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
７
４
２
４

　
万
円
を
７
４
２
９
万
１
千
円
に
改
め
、

　
予
定
額
と
す
る
補
正
及
び
、
当
初
予
算

　
第
６
条
に
定
め
た
議
会
の
議
決
を
経
な

　
け
れ
ば
流
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
職

　
員
給
与
費
の
経
費
を
20
万
７
千
円
追
加

　
し
１
６
６
７
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

　変
更

▽
新
た
に
見
附
市
及
び
新
潟
県
中
越
福
祉

　
事
務
組
合
か
ら
公
平
委
員
会
に
関
す
る

　
事
務
に
つ
い
て
、
共
同
処
理
事
務
に
加

　
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
処
理
事
務
の

　
専
門
性
が
高
ま
り
、
公
平
性
が
確
保
さ

　
れ
る
と
の
理
由
で
加
入
申
出
が
あ
っ
た

　
こ
と
か
ら
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

第
５
回
田
上
町

　議
会
定
例
会

第
５
回
田
上
町

　議
会
定
例
会

平
成
26
年

平
成
26
年

12
月
８
日
、
第
５
回
町
議
会
定
例
会
が
招

集
さ
れ
、
12
月
15
日
ま
で
の
間
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
提
案
し
た
議
案
は
、
条
例
の

制
定
や
一
部
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
合

計
21
議
案
で
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付

託
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
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問い合わせ：町教育委員会　　57-6114

【田上町立学校勤務の介助員（臨時職員）を募集します】

平成２６年度田上町表彰式

虫歯０本
　町では、健康作り事業の一環として、毎年、幼児を対

象としたむし歯のない子を表彰しています。今年は竹の

友幼児園の５歳児が29名、４歳児が32名、田上いずみル

ーテル幼稚園の５歳児が８名、４歳児が12名でした。

　表彰状を渡すにあたり、町長から「たいへんよくでき

ました。これからも頑張ってくださいね」と声をかけら

れ、こどもたちは元気に返事をしていました。

　むし歯予防には、日々の歯磨きが大切です。日頃から

意識していきましょう。

　毎年、町民一般の模範として推奨するにふさわしい功績を残された方々を表彰しています。

今年度表彰された方は次の方々です。

【功労表彰】坂　井　清　一　さん

　　　　　　　平成14年７月以来、４期12年田上町農業委員会委員として、また平成23年７月からは同

　　　　　　　委員会会長として町の農業振興発展に尽力。

　　　　　　山　本　直　栄　さん

　　　　　　　平成14年７月以来、４期12年田上町農業委員会委員として、また平成23年７月からは同

　　　　　　　委員会会長代理として町の農業振興発展に尽力。

【善行表彰】吉　田　賢　介　さん

　　　　　　　平成11年５月より田上町国民健康保険運営協議会委員として、また平成21年５月からは

　　　　　　　同協議会会長として町の国民健康保険安定運営に尽力。

　　　　　　佐　野　　　徹　さん

　　　　　　　平成11年より15年間に渡り、田上町

　　　　　　　スポーツ少年団ミニバスケットボー

　　　　　　　ルチームの指導者として、町のスポ

　　　　　　　ーツ発展に寄与。

　　　　　　野　口　良　榮　さん

　　　　　　　平成11年より15年間に渡り、田上町

　　　　　　　スポーツ少年団柔道クラブの指導者

　　　　　　　として、町のスポーツ発展に寄与。

受賞者のみなさま、大変おめでとうございました。

　
「
商
品
の
購
入
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
」
「
で
き
す
ぎ
た
投
資
話
」
「
借

金
・
ロ
ー
ン
」
「
訪
問
販
売
」
等
で

お
困
り
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
22
日
（
日
）
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
会
場
　
役
場

▽
定
員
　
先
着
６
名

▽
申
込
方
法
　
２
月
19
日
（
木
）
ま

　
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

※
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
１
時

　
間
以
内
と
な
り
、
秘
密
は
固
く
守

　
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
地
域
の

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、
付
近
住

民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
曽
根
新
田
「
諏
訪
神
社
」

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

◇勤 務 内 容　田上町立学校特別支援学級在籍児童生徒への学校生活における指導・補助、身辺介助および安全

　　　　　　　管理等を行っていただきます。

◇採用予定人数　若干名

◇応 募 資 格　・特別支援教育に理解があり、心身ともに健康で意欲的に児童生徒と接することができる方

　　　　　　　・地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　　　・平成27年４月１日時点で60歳未満の方

　　　　　　　・教員免許や医療に関する各種資格等は特に求めませんが、教育及び医療関係の資格がある方は

　　　　　　　　賃金面での優遇があります。

◇雇 用 期 間　平成27年４月１日～平成28年３月31日の１年間（学校長期休業日をのぞく）

◇雇用予定条件　・週５日勤務（土日祝祭日をのぞく平日）。ただし、学校行事等で変更することがあります。

　　　　　　　・勤務時間は原則教職員の勤務時間に準じます。

　　　　　　　・月額135,800円～140,100円。年２回賞与あり

　　　　　　　・雇用保険、社会保険加入有。通勤距離が勤務地より２km以上の方は通勤手当支給。

　　　　　　　・有給休暇(10日)、特別休暇の付与があります。

◇選 考 方 法　・第１次選考として書類審査、その後面接で決定します。（面接日は追って通知します。）

◇申 込 方 法　・町教育委員会に用意してある申込書に、資格がある方は資格証の写しを添えて、直接または郵

　　　　　　　　送で田上町教育委員会まで提出ください。

　　　　　　　・申込書及び写真は返却しません。

◇申 込 締 切　平成27年１月26日(月)　午後５時必着

佐野さん 吉田さん 町長 山本さん 山川さん
（野口さん代理）
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問い合わせ：町教育委員会　　57-6114

【田上町立学校勤務の介助員（臨時職員）を募集します】

平成２６年度田上町表彰式

虫歯０本
　町では、健康作り事業の一環として、毎年、幼児を対

象としたむし歯のない子を表彰しています。今年は竹の

友幼児園の５歳児が29名、４歳児が32名、田上いずみル

ーテル幼稚園の５歳児が８名、４歳児が12名でした。

　表彰状を渡すにあたり、町長から「たいへんよくでき

ました。これからも頑張ってくださいね」と声をかけら

れ、こどもたちは元気に返事をしていました。

　むし歯予防には、日々の歯磨きが大切です。日頃から

意識していきましょう。

　毎年、町民一般の模範として推奨するにふさわしい功績を残された方々を表彰しています。

今年度表彰された方は次の方々です。

【功労表彰】坂　井　清　一　さん

　　　　　　　平成14年７月以来、４期12年田上町農業委員会委員として、また平成23年７月からは同

　　　　　　　委員会会長として町の農業振興発展に尽力。

　　　　　　山　本　直　栄　さん

　　　　　　　平成14年７月以来、４期12年田上町農業委員会委員として、また平成23年７月からは同

　　　　　　　委員会会長代理として町の農業振興発展に尽力。

【善行表彰】吉　田　賢　介　さん

　　　　　　　平成11年５月より田上町国民健康保険運営協議会委員として、また平成21年５月からは

　　　　　　　同協議会会長として町の国民健康保険安定運営に尽力。

　　　　　　佐　野　　　徹　さん

　　　　　　　平成11年より15年間に渡り、田上町

　　　　　　　スポーツ少年団ミニバスケットボー

　　　　　　　ルチームの指導者として、町のスポ

　　　　　　　ーツ発展に寄与。

　　　　　　野　口　良　榮　さん

　　　　　　　平成11年より15年間に渡り、田上町

　　　　　　　スポーツ少年団柔道クラブの指導者

　　　　　　　として、町のスポーツ発展に寄与。

受賞者のみなさま、大変おめでとうございました。

　
「
商
品
の
購
入
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
」
「
で
き
す
ぎ
た
投
資
話
」
「
借

金
・
ロ
ー
ン
」
「
訪
問
販
売
」
等
で

お
困
り
の
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
に

よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
す
る
方
は
事
前
に
電

話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
２
月
22
日
（
日
）
午
前
９

　
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽
会
場
　
役
場

▽
定
員
　
先
着
６
名

▽
申
込
方
法
　
２
月
19
日
（
木
）
ま

　
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

※
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
１
時

　
間
以
内
と
な
り
、
秘
密
は
固
く
守

　
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
地
域
の

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
、
文
化
財

保
護
の
啓
蒙
を
図
る
た
め
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
訓
練
の
実
施
に
あ
た
り
、
付
近
住

民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
25
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
曽
根
新
田
「
諏
訪
神
社
」

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

◇勤 務 内 容　田上町立学校特別支援学級在籍児童生徒への学校生活における指導・補助、身辺介助および安全

　　　　　　　管理等を行っていただきます。

◇採用予定人数　若干名

◇応 募 資 格　・特別支援教育に理解があり、心身ともに健康で意欲的に児童生徒と接することができる方

　　　　　　　・地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　　　・平成27年４月１日時点で60歳未満の方

　　　　　　　・教員免許や医療に関する各種資格等は特に求めませんが、教育及び医療関係の資格がある方は

　　　　　　　　賃金面での優遇があります。

◇雇 用 期 間　平成27年４月１日～平成28年３月31日の１年間（学校長期休業日をのぞく）

◇雇用予定条件　・週５日勤務（土日祝祭日をのぞく平日）。ただし、学校行事等で変更することがあります。

　　　　　　　・勤務時間は原則教職員の勤務時間に準じます。

　　　　　　　・月額135,800円～140,100円。年２回賞与あり

　　　　　　　・雇用保険、社会保険加入有。通勤距離が勤務地より２km以上の方は通勤手当支給。

　　　　　　　・有給休暇(10日)、特別休暇の付与があります。

◇選 考 方 法　・第１次選考として書類審査、その後面接で決定します。（面接日は追って通知します。）

◇申 込 方 法　・町教育委員会に用意してある申込書に、資格がある方は資格証の写しを添えて、直接または郵

　　　　　　　　送で田上町教育委員会まで提出ください。

　　　　　　　・申込書及び写真は返却しません。

◇申 込 締 切　平成27年１月26日(月)　午後５時必着

佐野さん 吉田さん 町長 山本さん 山川さん
（野口さん代理）

10広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●11 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号

消
費
生
活
移
動
相
談
室
を
開
設

文
化
財
防
火
デ
ー



町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.076 

0.078 

0.090 

0.078 

0.076 

0.080 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り9時30分～

測定日時
12月18日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

介護・送迎職員募集
介護職員

送迎職員

正社員

パート

パート

ショートステイ希望の丘い☎0256-64-7221　平賀
田上町大字坂田135

給与/175,000円～（夜勤手当含む）
時間/シフト制　　休日/年間110日
資格/不問、ヘルパー2級以上尚可

時給/800円～
時間/8：30～11：30、14：30～17：30
資格/普通自動車運転免許

※パート条件、夜勤のみ方、待遇はお電話にてお問い合わせください。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現

在
で
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
農
林
業
セ
ン

サ
ス
は
、
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
は

も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く

利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を

得
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に

行
わ
れ
る
『
農
林
業
の
国
勢
調
査
』

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ま

の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
企
画
財
政
係

　
　☎
57
―
６
２
２
２

　
県
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る

健
康
被
害
や
事
件
・
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
「
新
潟
県
薬
物
の
濫
用
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
条
例
に
よ
り
２
月
１
日
か
ら

は
、
知
事
指
定
薬
物
の
所
持
、
仕
様

等
が
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
れ
ば
１
年

以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
購
入
者
は

誓
約
書
提
出
、
身
分
証
明
書
提
示
及

び
契
約
内
容
遵
守
の
義
務
が
あ
り
、

違
反
す
れ
ば
５
万
円
以
下
の
過
料
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
医
務
薬
事
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
８

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
動
物
愛
護
や

適
正
飼
養
推
進
の
た
め
に
、
積
極
的

・
自
主
的
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
新
潟
県
動
物
愛
護

推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容

・
動
物
愛
護
と
適
正
飼
養
の
推
進

・
行
政
と
の
連
携
・
協
働

・
地
域
の
動
物
愛
護
の
現
状
報
告
等

▽
任
期
　
２
年
間

▽
報
酬
等
　

　
活
動
に
対
す
る
謝
礼
や
交
通
費
な

　
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間

　
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
０
６

　
す
ま
い
給
付
金
は
、
国
土
交
通
省

が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、
消
費
税

が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
て
か
ら
住

宅
を
購
入
さ
れ
た
方
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
国
か
ら
最
大
30
万
円

が
給
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。
事
務
局

で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
申
請
に
あ
た
り
、
ご
不

明
な
点
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
１
８
６

※
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://sumai-kyufu.jp

）

　
休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け
て
労
使

が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
内
容
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
社
内
へ
の
休

　
暇
取
得
促
進
の
呼
び
か
け

②
管
理
者
が
率
先
し
て
休
暇
取
得

③
労
働
組
合
な
ど
に
よ
る
企
業
、
従

　
業
員
へ
の
働
き
か
け

　
計
画
的
な
休
暇
の
取
得
の
た
め
に

事
業
場
全
体
の
年
間
計
画
、
年
次
有

給
休
暇
を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
監
督
課

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
３

　
日
中
の
相
談
が
難
し
い
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を

夜
間
ま
で
延
長
し
、
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え

な
い
・
・
・
」
、
「
退
職
届
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え
な
い
・
・
・
」
等
の

労
働
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
、
労
働
相
談
所
職
員
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予

約
不
要
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時

　
２
月
５
日（
木
）、
12
日（
木
）、
　

　
19
日（
木
）、
26
日（
木
）

※
各
日
と
も
午
後
８
時
ま
で
相
談
受

　
付

▽
相
談
方
法

　
相
談
は
専
用
電
話
で
承
り
ま
す
。

　
　☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
長
岡
労
働
相
談
所

　
　☎
０
２
５
８
―
38
―
２
５
４
６

　
降
雪
量
予
測
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
で
提
供
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

　
後
４
時
）

▽
主
な
情
報

○
県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
等

・
降
雪
量
予
測

・
気
象
現
況

・
過
去
の
降
積
雪
統
計
デ
ー
タ

○
気
象
庁
発
表
の
特
別
警
報
、警
報
、

　
注
意
報

○
各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
集
　

　（
道
路
交
通
、
防
災
、
ス
キ
ー
場
、

　
観
光
情
報
な
ど
）

○
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

　
ビ
ス

・
10
㎝
を
超
え
る
降
雪
が
予
測
さ
れ

　
る
場
合
、
希
望
す
る
地
点
を
登
録

　
す
る
と
、
携
帯
電
話
へ
メ
ー
ル
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
】

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
i
k
i
.
p
r
e
f
.

　n
i
i
g
a
t
a
.
j
p
/
y
u
k
i
/

【
携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
】

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
i
k
i
.
p
r
e
f
.

　n
i
i
g
a
t
a
.
j
p
/
y
u
k
i
/
k
/

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

　
雪
対
策
室

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６

　
県
内
の
豪
雪
地
に
お
い
て
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
う
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
！
地

域
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

【
活
動
ま
で
の
流
れ
】

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ン
バ
ー
登

　
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
県
か
ら
登
録
番
号
と
活
動
予
定
日

　
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
活
動
日
の
１
～
２
週
間
前
に
詳
細

　
を
記
載
し
た
参
加
者
募
集
案
内
を

　
お
送
り
し
ま
す
。

④
参
加
可
能
な
方
は
、
実
施
市
町
村

　
へ
参
加
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
に
要
す
る
交
通
費
及
び
宿
泊

　
代
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

　
雪
対
策
室

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
潟
県
は
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
率
が
全
国
平
均
以
下
で
す

長
岡
労
働
相
談
所

「
夜
間
労
働
相
談
」を
実
施
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　「
新
潟
県
の
雪
情
報
」

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　　　　　　メ
ン
バ
ー
募
集

動
物
愛
護

　　　　　推
進
員
募
集

県
条
例
に
よ
り
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
購
入
等
が
規
制
さ
れ
、

罰
則
が
科
さ
れ
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
っ
た
人
も
こ
れ
か
ら
買
う
人
も

最
大
３０
万
円
が
受
け
取
れ
る

「
す
ま
い
給
付
金
」

12広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●13 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号

登録は新潟県庁ホームページから

↓パソコンから ↓携帯電話から

新潟県除雪ボランティア

http://www.pref.niigata.lg.jp/chiikiseisaku/yukivolunteer.html



町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.076 

0.078 

0.090 

0.078 

0.076 

0.080 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り9時30分～

測定日時
12月18日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

有
料
広
告

田上町大字原ヶ崎

0120-57-2860

ふとん・じゅうたん・丸洗い

カーテンの防炎加工（消防庁認可）

㈲早津インテリアセンター

水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

介護・送迎職員募集
介護職員

送迎職員

正社員

パート

パート

ショートステイ希望の丘い☎0256-64-7221　平賀
田上町大字坂田135

給与/175,000円～（夜勤手当含む）
時間/シフト制　　休日/年間110日
資格/不問、ヘルパー2級以上尚可

時給/800円～
時間/8：30～11：30、14：30～17：30
資格/普通自動車運転免許

※パート条件、夜勤のみ方、待遇はお電話にてお問い合わせください。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
２
月
１
日
現

在
で
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」
を
実
施
し
ま
す
。
農
林
業
セ
ン

サ
ス
は
、
農
林
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
国
や
都
道
府
県
、
市
町
村
は

も
ち
ろ
ん
各
方
面
に
わ
た
り
、
広
く

利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
計
資
料
を

得
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　
全
国
の
農
家
や
林
家
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
農
林
業
関
係
者
を
対
象
に

行
わ
れ
る
『
農
林
業
の
国
勢
調
査
』

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

　
農
林
業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ま

の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
調
査
に
伺
い

ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
企
画
財
政
係

　
　☎
57
―
６
２
２
２

　
県
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
に
よ
る

健
康
被
害
や
事
件
・
事
故
を
防
止
す

る
た
め
、
「
新
潟
県
薬
物
の
濫
用
の

防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
条
例
に
よ
り
２
月
１
日
か
ら

は
、
知
事
指
定
薬
物
の
所
持
、
仕
様

等
が
禁
止
さ
れ
、
違
反
す
れ
ば
１
年

以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
購
入
者
は

誓
約
書
提
出
、
身
分
証
明
書
提
示
及

び
契
約
内
容
遵
守
の
義
務
が
あ
り
、

違
反
す
れ
ば
５
万
円
以
下
の
過
料
が

科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
医
務
薬
事
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
８

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
動
物
愛
護
や

適
正
飼
養
推
進
の
た
め
に
、
積
極
的

・
自
主
的
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
新
潟
県
動
物
愛
護

推
進
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

▽
活
動
内
容

・
動
物
愛
護
と
適
正
飼
養
の
推
進

・
行
政
と
の
連
携
・
協
働

・
地
域
の
動
物
愛
護
の
現
状
報
告
等

▽
任
期
　
２
年
間

▽
報
酬
等
　

　
活
動
に
対
す
る
謝
礼
や
交
通
費
な

　
ど
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
募
集
期
間

　
１
月
30
日
（
金
）
ま
で

※
応
募
資
格
、
応
募
方
法
な
ど
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
福
祉
保
健
部
生
活
衛
生
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
０
６

　
す
ま
い
給
付
金
は
、
国
土
交
通
省

が
実
施
し
て
い
る
制
度
で
、
消
費
税

が
８
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
て
か
ら
住

宅
を
購
入
さ
れ
た
方
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
国
か
ら
最
大
30
万
円

が
給
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。
事
務
局

で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
て
い

ま
す
の
で
、
申
請
に
あ
た
り
、
ご
不

明
な
点
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　☎
０
５
７
０
―
０
６
４
―
１
８
６

※
受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://sumai-kyufu.jp

）

　
休
暇
の
取
得
促
進
に
向
け
て
労
使

が
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
内
容
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

①
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
社
内
へ
の
休

　
暇
取
得
促
進
の
呼
び
か
け

②
管
理
者
が
率
先
し
て
休
暇
取
得

③
労
働
組
合
な
ど
に
よ
る
企
業
、
従

　
業
員
へ
の
働
き
か
け

　
計
画
的
な
休
暇
の
取
得
の
た
め
に

事
業
場
全
体
の
年
間
計
画
、
年
次
有

給
休
暇
を
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
監
督
課

　☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
３

　
日
中
の
相
談
が
難
し
い
皆
さ
ま
を

対
象
に
、
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を

夜
間
ま
で
延
長
し
、
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
。
「
賃
金
を
払
っ
て
も
ら
え

な
い
・
・
・
」
、
「
退
職
届
を
受
け

取
っ
て
も
ら
え
な
い
・
・
・
」
等
の

労
働
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
、
労
働
相
談
所
職
員
が
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
予

約
不
要
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

▽
日
時

　
２
月
５
日（
木
）、
12
日（
木
）、
　

　
19
日（
木
）、
26
日（
木
）

※
各
日
と
も
午
後
８
時
ま
で
相
談
受

　
付

▽
相
談
方
法

　
相
談
は
専
用
電
話
で
承
り
ま
す
。

　
　☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
長
岡
労
働
相
談
所

　
　☎
０
２
５
８
―
38
―
２
５
４
６

　
降
雪
量
予
測
情
報
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
携
帯
サ
イ
ト
で
提
供
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
間
　
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
１
日
２
回
更
新
（
午
前
10
時
、
午

　
後
４
時
）

▽
主
な
情
報

○
県
内
37
地
点
の
気
象
情
報
等

・
降
雪
量
予
測

・
気
象
現
況

・
過
去
の
降
積
雪
統
計
デ
ー
タ

○
気
象
庁
発
表
の
特
別
警
報
、警
報
、

　
注
意
報

○
各
種
雪
情
報
サ
イ
ト
の
リ
ン
ク
集
　

　（
道
路
交
通
、
防
災
、
ス
キ
ー
場
、

　
観
光
情
報
な
ど
）

○
携
帯
電
話
へ
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー

　
ビ
ス

・
10
㎝
を
超
え
る
降
雪
が
予
測
さ
れ

　
る
場
合
、
希
望
す
る
地
点
を
登
録

　
す
る
と
、
携
帯
電
話
へ
メ
ー
ル
で

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
】

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
i
k
i
.
p
r
e
f
.

　n
i
i
g
a
t
a
.
j
p
/
y
u
k
i
/

【
携
帯
電
話
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
方
法
】

　h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
h
i
i
k
i
.
p
r
e
f
.

　n
i
i
g
a
t
a
.
j
p
/
y
u
k
i
/
k
/

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

　
雪
対
策
室

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６

　
県
内
の
豪
雪
地
に
お
い
て
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
う
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
の

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
！
地

域
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
活
動
し

ま
せ
ん
か
。

【
活
動
ま
で
の
流
れ
】

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ン
バ
ー
登

　
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
県
か
ら
登
録
番
号
と
活
動
予
定
日

　
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
活
動
日
の
１
～
２
週
間
前
に
詳
細

　
を
記
載
し
た
参
加
者
募
集
案
内
を

　
お
送
り
し
ま
す
。

④
参
加
可
能
な
方
は
、
実
施
市
町
村

　
へ
参
加
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
往
復
に
要
す
る
交
通
費
及
び
宿
泊

　
代
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

　
雪
対
策
室

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６

２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
潟
県
は
年
次
有
給
休
暇
の

取
得
率
が
全
国
平
均
以
下
で
す

長
岡
労
働
相
談
所

「
夜
間
労
働
相
談
」を
実
施
し
ま
す

ご
利
用
く
だ
さ
い

　　　「
新
潟
県
の
雪
情
報
」

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　　　　　　メ
ン
バ
ー
募
集

動
物
愛
護

　　　　　推
進
員
募
集

県
条
例
に
よ
り
危
険
ド
ラ
ッ
グ

の
購
入
等
が
規
制
さ
れ
、

罰
則
が
科
さ
れ
ま
す

マ
イ
ホ
ー
ム
を
買
っ
た
人
も
こ
れ
か
ら
買
う
人
も

最
大
３０
万
円
が
受
け
取
れ
る

「
す
ま
い
給
付
金
」
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【提出、問い合わせ】　〒959-1503  田上町大字原ヶ崎新田3070
役場総務課企画財政係　　☎57-6222
http://www.town.tagami.niigata.jp/living/co/co07.htm/

平成27年度

田上町入札参加資格審査の追加申請
平成26・27年度の入札参加資格申請をお持ちでない方を対象に、平成27年度分の追加申請を受け付けます。

申請書は、新潟県様式に準じています。町ホームページに詳しく掲載していますのでご覧ください。

なお、期間外の随時受付は行っていませんので、ご注意ください。

【提出書類】

建設工事入札参加資格申請 建設コンサルタント等入札参加資格申請 物品入札参加資格申請

①物品入札参加資格審査申請書

②営業概要

③営業の沿革、営業許可等一覧表、

　契約実績一覧表

④委任状

⑤３か月以内に発行された法人登記

　簿謄本または身分証明書

⑥町税の納税証明書

⑦消費税及び地方消費税の

　納税証明書

⑧財務諸表（原本の写し可）

　・個人用の場合は、所得税法第143

　　条及び同法施行規則第２編第３

　　章第３節による青色申告書また

　　はこれに準じるもの（資産負債

　　調、損益計算書）

　・法人用の場合は、貸借対照表、

　　損益計算書、余剰金計算書また

　　は欠損金処理計算書

⑨機械器具設備状況一覧表（付表１

　～３）※印刷に入札参加を希望す

　る方のみ

⑩使用印鑑届出書

　※入札、契約等において、登記所

　へ提出した印鑑または登録印鑑以

　外の印鑑を使用する場合のみ提出

　してください。

⑪暴力団等の排除に関する誓約書

①建設コンサルタント等業務入札参

　加資格審査申請書

②年間委任状

③入札参加希望業種（部門）一覧

④入札参加希望業種（部門）業績

⑤営業所一覧

⑥技術職員調書

⑦経営状況調書

⑧技術職員経歴書

⑨町税の納税証明書

⑩消費税及び地方消費税の

　納税証明書

⑪登録を受けていることを証明する

　書類の写し

⑫営業実績があることを証明する

　書類の写し

⑬暴力団等の排除に関する誓約書

①建設工事入札参加資格申請書

②年間委任状

③営業所一覧表

④技術職員数等に関する書類

⑤指定工事の施工実績に関する書類

⑥技術職員名簿

⑦経営事項審査結果通知書の写し

⑧町税の納税証明書

⑨消費税及び地方消費税の

  納税証明書

⑩経営事項審査申請書等の写し

⑪舗装機械の所有状況に関する書類

※舗装工事の参加資格を申請する方  

　のみ

⑫暴力団等の排除に関する誓約書

※町税の納税証明書は、原本の写しで構いません。町税の納税義務がある方のみ提出してください。

※消費税及び地方消費税の納税証明書は、原本の写しで構いません。個人用は所得税と消費税及び地方消費税用の納

　税証明書「その3の2」、法人用は法人税と消費税及び地方消費税用の納税証明書「その3の3」になります。なお、

　納税を免除されている業者も必要ですので、管轄の税務署で取得した上で提出してください。

◆受付期間　２月１日（日）から２月28日（土）
※持参の場合は土日祝祭日を除く。郵送の場合は当日消印有効。

◆役場総務課少子化対策推進係

◆イベントクラブアクセス（火曜定休）
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http://www.town.tagami.niigata.jp/living/co/co07.htm/
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図．　軽減額の内訳 対象外2,000円③6,792円

寄附金額　10,000円

軽減額の合計　8,000円

②
8
0
0
円

①
4
0
8
円

問い合わせ：役場町民課税務係　57-6115

　あけましておめでとうございます。本年も、

田上町に関わる税金を住民の皆様によく理解し

てもらえるよう、わかりやすい説明に努めさせ

ていただきます。

　今月は、最近メディアで話題になっているふ

るさと納税（寄附金）の人気の秘密に迫ってみ

たいと思います。

　ふるさと納税は、元々、自分の故郷や応援し

たい自治体に寄附をしようという目的で始まっ

た制度です。そして、この寄附をしようという

意識を後押ししてくれるものが、特色あるお礼

の品と、税負担の軽減などです。

　ここから、本題であるその税負担の軽減につ

いて掘り下げていきます。まず、所得税等では、

所得から差し引くことのできる寄附金控除に該

当します。軽減額は、下記①の式により試算で

きます。そして、住民税では、所得税等とは異

なり、一度税額を計算した後に差し引く寄附金

税額控除に該当します。軽減額は、ふるさと納

税の場合、下記②と③の合算額により試算でき

ます。実は、ここに人気の秘密が隠されていま

す。一般的に、軽減対象となる他の寄附金は、

②の基本分のみ軽減されますが、ふるさと納税

は③の特例分が加算され、軽減される金額が大

幅に増えるのです。

　行屋崎遺跡の出土品を紹介する本コーナー、今月号では、行屋崎遺跡で見つかったもののう

ち、土製品について紹介します。

　鼻から下と左の耳は欠損しており、頭部は手捏ねで鼻と

耳は指で摘み突出させて表現し、目と口は軸状の尖ったも

ので刺突して造りだしています。

　縄文時代の土偶は、晩期から弥生時代初頭で一旦消滅し

ますが、古墳時代（５世紀後半）から再び人や動物等を模

した素朴な土製品が見られるようになり、祭祀に用いられ

たものと考えられます。今回出土したものが飛鳥時代のも

のとすると、新潟県内では初めての出土例です。

　数点手捏ねで造られた動物を模った土製品が出土してお

り、右の写真は馬の足だと考えられます。

　大部分が欠損しているため全体像は分かりませんが、造

りからすると割と丁寧な成形が施されています。

　人形同様、祭祀に用いられ、例えば神への捧げもの（生

贄）であった可能性も考えられます。

　現存長15.3㎝、幅10.4㎝、重さが１㎏以上もある円筒

型の土製品が出土しました。

　外面にハケ目調整を施し、内面には輪積み痕がはっきり

と見られます。内面の輪積み痕だけを見ると、製塩土器の

内部を連想させ、竃の中に設置して甕などの土台として用

いられていたものと考えられます。

　円筒型土製品と同様に、竃の中に設置して甕などの土台

として用いられた支脚が多数見つかっています。

　形としては、円柱状と板状の２種類あります。円柱状の

ものはヘラケズリとヘラナデの調整が、板状のものにはハ

ケ目とヘラケズリが施されているものが確認されています。

また、円柱状の大部分のものには焼けた痕が見られます。

問い合わせ：町教育委員会生涯学習係　57-3114（田上町公民館）

土製人形

土製馬形

円筒型土製品

支脚

～軽減額の試算式～

　　①所得税等……………(寄附金－2,000円)×所得税率(0～40%)×1.021

　　②住民税(基本分)……(寄附金－2,000円)×10%

　　③住民税(特例分)……(寄附金－2,000円)×(90%－所得税率)×1.021

※③特例分は、地方自治体への寄附金にのみ加算され、住民税所得割の１割を限度としています。

※上記式は、試算のためのものであり、端数処理、所得、控除等の諸条件により軽減額が変わる場

　合があります。

　例えば下の図のように、所得税率５％の方が、10,000円を寄付した場合、特例分が無かったら、

①408円と②800円の合計1,208円の軽減しか受けることができませんが、特例分③6,792円を加算す

ることにより合計8,000円分が、所得税等・住民税から軽減できることになります。

　ただし、これらの軽減を受けるには、受領証を添付して正しく確定申告、または、住民税申告を

する必要があります。平成26年中に寄附をした方は、忘れずに申告をしましょう。

　最後になりますが、田上町の皆様、ぜひ田上町のために「ふるさと納税は田上町へ」と町外のご

親戚、ご友人にお勧めいただけると幸いです。
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問い合わせ：役場町民課税務係　57-6115
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問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

26

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

1/16～2/15

2
月

1
月 18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

17 土

16 金

【休日診療当番医】　うすき医院 （加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

田上町バドミントン大会
新春囲碁将棋大会

3歳児健診（平成23年11～12月生まれ）
2歳6ヶ月児歯科健診（平成24年5～6月生まれ）

8：30～
9：30～

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

心と体の相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
田上町公民館

つどい
補聴器相談（リオン）

13：00～15：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

田上町ファミリーソフトバレーボール大会 9：00～ 町民体育館

1歳6ヶ月児健診（平成25年5～6月生まれ）
2歳児歯科健診（平成24年11～12月生まれ）

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

栄養教室
補聴器相談（リオン）

9：30～15：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

育児学級（平成26年7～8月生まれ）
補聴器相談（リオン）

13：00～13：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

湯っ多里館休館日
栄養教室 9：30～15：00 保健福祉センター

建国記念日
【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） ☎52-0953　　〈時間〉9：00～17：00

両親学級（平成27年3～4月出産予定者）
田上町スキー教室（～15日）　※要事前申込。

受付9：30～
役場駐車場出発7：30

保健福祉センター
妙高池の平温泉スキー場

町民体育館、田上中体育館
田上町公民館

心と体の相談会
育児相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
子育て支援センター
田上町公民館

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

乳児健診（平成26年9月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

ゆうゆう教室「フリーマーケット」 9：30～ 原ケ崎交流センター

スローフード教室「とうふ」 10：00～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

糖尿病相談会 9：30～13：00 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

10ヶ月児すくすく学級（平成26年3月～4月生まれ） 9：30～10：00 保健福祉センター

ゆうゆう教室「バレンタインチョコ作り」 9：30～ 保健福祉センター

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） ☎52-8936　　〈時間〉9：00～17：00
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問い合わせ：町包括支援センター　57-6220

26

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

1/16～2/15

2
月

1
月 18 日

19 月

20 火

21 水

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木

30 金

31 土

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日

17 土

16 金

【休日診療当番医】　うすき医院 （加茂市大郷町） ☎52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

田上町バドミントン大会
新春囲碁将棋大会

3歳児健診（平成23年11～12月生まれ）
2歳6ヶ月児歯科健診（平成24年5～6月生まれ）

8：30～
9：30～

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

心と体の相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
田上町公民館

つどい
補聴器相談（リオン）

13：00～15：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） ☎52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

田上町ファミリーソフトバレーボール大会 9：00～ 町民体育館

1歳6ヶ月児健診（平成25年5～6月生まれ）
2歳児歯科健診（平成24年11～12月生まれ）

12：45～13：15
12：50～13：20

保健福祉センター
保健福祉センター

栄養教室
補聴器相談（リオン）

9：30～15：00
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

育児学級（平成26年7～8月生まれ）
補聴器相談（リオン）

13：00～13：30
10：00～10：30

保健福祉センター
役場

湯っ多里館休館日
栄養教室 9：30～15：00 保健福祉センター

建国記念日
【休日診療当番医】　堀内医院（加茂市加茂新田） ☎52-0953　　〈時間〉9：00～17：00

両親学級（平成27年3～4月出産予定者）
田上町スキー教室（～15日）　※要事前申込。

受付9：30～
役場駐車場出発7：30

保健福祉センター
妙高池の平温泉スキー場

町民体育館、田上中体育館
田上町公民館

心と体の相談会
育児相談会
ストレッチ教室

9：00～11：30
9：00～11：30
10：00～

保健福祉センター
子育て支援センター
田上町公民館

育児相談会 9：00～11：30 子育て支援センター

乳児健診（平成26年9月生まれ） 12：50～13：20 保健福祉センター

ゆうゆう教室「フリーマーケット」 9：30～ 原ケ崎交流センター

スローフード教室「とうふ」 10：00～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　いからし小児科アレルギークリニック（加茂市幸町） ☎53-2250　　〈時間〉9：00～17：00

糖尿病相談会 9：30～13：00 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

10ヶ月児すくすく学級（平成26年3月～4月生まれ） 9：30～10：00 保健福祉センター

ゆうゆう教室「バレンタインチョコ作り」 9：30～ 保健福祉センター

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） ☎53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

元気はつらつ教室 13：30～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） ☎52-8936　　〈時間〉9：00～17：00
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息
災
に
病
と
付
合
い
年
迎
ふ

雪
の
中
山
茶
花
そ
っ
と
つ
つ
ま
し
く

忌
激
に
温
度
の
低
下
師
走
か
な

霜
を
り
て
木
の
葉
舞
散
る
里
の
秋

雪
吊
り
や
加
賀
の
衆
に
も
負
け
ま
じ
く

一
日
を
芭
蕉
で
つ
ぶ
す
大
し
ぐ
れ

師
走
市
花
荷
の
リ
ヤ
カ
ー
婆
が
引
く

雪
晴
れ
て
足
向
く
ま
ゝ
に
万
歩
計

雁
木
路
を
一
点
灯
す
縄
の
れ
ん

移
り
世
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
師
走
風

後　藤　　　上田　勘一（90）

下吉田　　　五十嵐　進（74）

湯　川　　　村越　安喜（91）

下吉田　　　坂内　イツ（97）

羽生田　　　佐藤　堅作（86）

中　店　　　小野辰五郎（86）

川ノ下　　　塩原　俊平（85）

上吉田　　　船久保正平（96）

四ツ合　　　藤田　スギ（86）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

山
　
田
　
小
林
　
南
月

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

年
々
と
犬
の
散
歩
の
自
分
に
は
犬
に
つ
れ
ら
れ
て
行
く
よ
う
な
日
も

懐
か
し
の
思
い
出
深
き
訪
問
に
抹
茶
持
て
成
し
初
部
屋
な
り
し

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

ウ
イ
ル
ス
を
手
洗
い
ウ
ガ
イ
よ
せ
な
い
ぞ

年
の
暮
れ
だ
ん
だ
ん
財
布
も
軽
く
な
り

福
袋
大
き
い
方
え
手
が
伸
び
る

雷
や
音
も
だ
さ
づ
に
雲
の
上

良
い
年
に
な
れ
よ
私
も
未
年

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

11／26～12／25届出分、
敬称略

川船河　　　石附かすみ（公一・タオ）

川船河　　　近藤　星絆（広幸・恵）

下中村　　　小林　稜輝（英寛・美和）

湯　川　　　小久保温仁（雅仁・志乃）

坂　田　　　小野塚千央（直樹・陽子）

坂　田　　　小柳　哲也・冬美（鈴木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

◇日時　1月24日（土）午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「ミッキーマウスのお化け退治」

　　　　「プルートとカメのおくりもの」

　　　　ほか全６作品

◆問い合わせ：

　相田良夫　☎57-5086

　町民の方が地域で安心して暮らせるように、「家

庭裁判所出張所機能の充実」と「福祉関係者と司

法関係者の連携」をテーマとしたシンポジウムを

開催します。

◇日時　2月14日（土）午後2時～5時

◇対象　町民の皆さま、福祉・行政・司法関係者

◇会場　アオーレ長岡

◆問い合わせ：

　新潟県弁護士会　☎025-222-5533

第217回 16ミリ映写会

◇日時　1月24日（土）、31日（土）午後1時～5時

◆問い合わせ：大塚行政書士事務所

　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

第12回

弁護士会支部サミットin長岡
～身近な家庭裁判所を目指して～

◇日　時　2月1日（日）　午後1時15分～
◇出　演　加茂邦楽こども教室・箏曲理音会
◇ゲスト　狩野泰一（篠笛）
　　　　　金子竜太郎（和太鼓）
◇会　場　加茂文化会館
　　　　　※入場無料（要整理券）
◆問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

新春コンサート
～篠笛・和太鼓・箏　寿ぎの音～

加茂市　県展・芸展・市展入賞入選者作品展
◇日時　1月22日（木）～26日（月）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　（最終日は午後3時まで）
◇会場　加茂文化会館　※入場料無料
◆問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

第29回 新春美術展・いけばな展

　某テレビ局の人気バラエティ番組を参考に、昨
年大好評だった「逃走中」を行います。
◇日　時　2月15日（日）午前10時～午後4時
　　　　　（午前9時30分受付）
◇会　場　新潟経営大学
◇対　象　小学校1～6年生
※申込方法等は「寺子屋つばさ実行委員会」HPをご
　覧ください。（http://www.terakoya-tsubasa.jp/）
◆問い合わせ：
　寺子屋つばさ実行委員会　☎080-1531-9020

第４回ゆきんこカップ～逃走中
IN新潟経営大学

 せ　な

いつ  き

あつ  と

 ち ひろ

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

14

図
工
科
の
加
設

　
羽
生
田
小
学
校
の
沿
革
史
に
次
の
よ
う
な
一
項
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

文
体
は
若
干
変
え
て
あ
り
ま
す
。

　
明
治
40
年
４
月
よ
り
尋
常
科
第
３
、
４
学
年
に
毎
週
１
時
間
の
手
工
科
を
課

す
。
蓋
し
試
験
的
な
り
。

　
当
時
、
図
工
科
は
小
学
校
教
育
界
に
て
最
も
注
目
さ
れ
、
最
も
鼓
吹
さ
れ
重

要
視
さ
れ
国
民
教
育
の
中
枢
と
ま
で
主
張
す
る
者
ま
で
い
た
。
目
的
は
手
工
科

の
実
施
で
あ
る
。
そ
の
鼓
吹
し
奨
励
す
る
と
こ
ろ
は
、
往
日
の
、
そ
の
勉
強
は

鋸
を
と
り
鉋
を
持
つ
だ
け
の
職
工
的
作
業
で
あ
っ
た
の
を
、
紙
を
折
ら
せ
、
豆

を
弄
せ
し
め
る
遊
戯
的
な
学
習
も
あ
る
。
而
し
て
之
を
奨
励
し
鼓
吹
す
る
も
の

曰
く
。
生
徒
の
思
想
を
正
確
に
志
精
し
手
指
の
修
練
を
な
し
観
察
力
を
精
密
に

し
兼
ね
て
労
働
を
愛
好
す
る
の
習
慣
を
養
成
す
る
も
の
に
し
て
、
旧
来
の
職
工

的
職
業
的
な
ら
し
む
る
に
あ
ら
ず
と
当
局
は
之
を
推
奨
し
鼓
吹
し
講
習
し
雑
誌

に
又
著
書
に
盛
ん
に
之
を
主
張
し
推
奨
し
て
い
た
。
教
員
の
中
に
は
深
く
研
究

考
慮
す
る
こ
と
な
く
其
の
効
果
の
如
何
を
も
精
査
せ
ず
し
て
之
に
感
服
し
之
に

雷
同
し
之
を
正
科
と
し
て
加
設
し
以
て
此
の
遊
戯
的
玩
弄
を
な
す
も
の
も
多
数

い
た
。
当
時
当
校
も
右
の
疑
問
を
抱
け
り
。
こ
れ
は
、
一
時
的
流
行
的
な
る
が

如
き
効
果
を
収
め
得
る
か
。
ま
た
、
か
か
る
思
想
及
び
修
練
は
遊
戯
的
手
工
に

な
り
易
く
養
成
し
難
き
か
。

　
尚
、
斯
く
の
如
き
手
工
は
特
に
一
教
科
と
な
し
、
そ
の
時
間
を
特
定
せ
ざ
れ

ば
、
た
め
し
あ
た
わ
ざ
る
か
。
ま
た
、
規
定
の
あ
る
教
科
の
予
備
的
方
法
的
も

し
く
は
応
用
的
作
業
と
し
て
適
切
な
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
か
も
研
究
さ
れ
て
い

た
。

　
校
長
は
此
を
以
て
、
当
時
同
科
に
於
い
て
称
揚
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
学
校
を
視

察
し
、
そ
の
意
見
を
求
め
た
。
ま
た
、
１
教
科
と
し
て
認
め
ら
れ
ざ
る
時
は
他

の
教
科
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
に
要
す
る
費
用

は
い
か
ほ
ど
か
等
を
も
そ
の
学
校
の
教
師
に
質
問
し
た
。

　
か
く
て
、
羽
生
田
校
は
、
明
治
44
年
３
月
24
日
付
け
学
第
９
６
７
号
を
以
て

県
知
事
の
許
可
を
得
る
。
そ
し
て
、
他
校
に
先
駆
け
て
、
明
治
44
年
４
月
よ
り

手
工
科
を
全
学
年
に
加
設
し
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

児童指導員・生活支援員を募集します。

◇募集人数　若干名

◇応募資格

　次の①及び②、③の全ての要件を満たす方

　①昭和53年４月２日以降に生まれた方で社会福祉士、精

　　神保健福祉士、児童指導員、保育士、社会福祉主事、

　　教員免許等の資格を有する方または平成27年3月31日

　　までに取得見込みの方

　②平成26年11月30日現在で障害福祉関係事業所及び特別

　　支援教育等の学校教育関係に２年以上経験年数がある

　　方（※１）

　③平成26年度に実施した中越福祉事務組合職員採用試験

　　を受験した者でない事

　(※１）受験資格②の要件等は次の通りです。

　・経験年数は、障害福祉関係事業所、特別支援教育等に

　　週35時間以上の勤務をした期間のみ通算できます。

　　（２年以上）

　・最終合格発表後、勤務経験年数の確認のため、職歴証

　　明書等を提出していただきます。

◇応募期間　1月21日（水）まで

◇試 験 日　1月31日（土）二次試験は2月中旬予定

◇試験内容　経験者基礎試験（択一式）、作文試験、面接

◇受験申込書

　中越福祉事務組合（まごころ学園内）総務係にあります。

　詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ：まごころ学園　☎0258-62-1811

中越福祉事務組合
職員募集（まごころ学園・寮）
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息
災
に
病
と
付
合
い
年
迎
ふ

雪
の
中
山
茶
花
そ
っ
と
つ
つ
ま
し
く

忌
激
に
温
度
の
低
下
師
走
か
な

霜
を
り
て
木
の
葉
舞
散
る
里
の
秋

雪
吊
り
や
加
賀
の
衆
に
も
負
け
ま
じ
く

一
日
を
芭
蕉
で
つ
ぶ
す
大
し
ぐ
れ

師
走
市
花
荷
の
リ
ヤ
カ
ー
婆
が
引
く

雪
晴
れ
て
足
向
く
ま
ゝ
に
万
歩
計

雁
木
路
を
一
点
灯
す
縄
の
れ
ん

移
り
世
や
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
の
師
走
風

後　藤　　　上田　勘一（90）

下吉田　　　五十嵐　進（74）

湯　川　　　村越　安喜（91）

下吉田　　　坂内　イツ（97）

羽生田　　　佐藤　堅作（86）

中　店　　　小野辰五郎（86）

川ノ下　　　塩原　俊平（85）

上吉田　　　船久保正平（96）

四ツ合　　　藤田　スギ（86）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

山
　
田
　
小
林
　
南
月

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

年
々
と
犬
の
散
歩
の
自
分
に
は
犬
に
つ
れ
ら
れ
て
行
く
よ
う
な
日
も

懐
か
し
の
思
い
出
深
き
訪
問
に
抹
茶
持
て
成
し
初
部
屋
な
り
し

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

ウ
イ
ル
ス
を
手
洗
い
ウ
ガ
イ
よ
せ
な
い
ぞ

年
の
暮
れ
だ
ん
だ
ん
財
布
も
軽
く
な
り

福
袋
大
き
い
方
え
手
が
伸
び
る

雷
や
音
も
だ
さ
づ
に
雲
の
上

良
い
年
に
な
れ
よ
私
も
未
年

ご結婚おめでとう

赤ちゃん誕生

お　く　や　み

11／26～12／25届出分、
敬称略

川船河　　　石附かすみ（公一・タオ）

川船河　　　近藤　星絆（広幸・恵）

下中村　　　小林　稜輝（英寛・美和）

湯　川　　　小久保温仁（雅仁・志乃）

坂　田　　　小野塚千央（直樹・陽子）

坂　田　　　小柳　哲也・冬美（鈴木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

携帯電話へのメール配信サービス
毎月1日・16日は行政情報、緊急性の高い情報（緊急情報、不審者情報）は随時配信。

また、季節に応じて除雪情報なども情報提供します。下記メールアドレスに空メールを

送り、登録画面から欲しい情報を選択してください。

※氏名、年代、性別、居住地は必須ではありませんが、差し支えなければ
　　ご回答ください。  （今後の配信サービスの内容向上に役立てます。）

問い合わせ：役場総務課　 57-6222

※登録無料。ただし、別途通信料がかかります。

「b.bme.jp」・「tagami.ed.jp」をドメイン指定してください。

「p-tagami@b.bme.jp」

QRコードからでもメール
アドレスを取得できます。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

◇日時　1月24日（土）午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「ミッキーマウスのお化け退治」

　　　　「プルートとカメのおくりもの」

　　　　ほか全６作品

◆問い合わせ：

　相田良夫　☎57-5086

　町民の方が地域で安心して暮らせるように、「家

庭裁判所出張所機能の充実」と「福祉関係者と司

法関係者の連携」をテーマとしたシンポジウムを

開催します。

◇日時　2月14日（土）午後2時～5時

◇対象　町民の皆さま、福祉・行政・司法関係者

◇会場　アオーレ長岡

◆問い合わせ：

　新潟県弁護士会　☎025-222-5533

第217回 16ミリ映写会

◇日時　1月24日（土）、31日（土）午後1時～5時

◆問い合わせ：大塚行政書士事務所

　　　　　　　行政書士　大塚義行　☎57-4090

行政書士による行政手続・
相続等に関する無料電話相談

第12回

弁護士会支部サミットin長岡
～身近な家庭裁判所を目指して～

◇日　時　2月1日（日）　午後1時15分～
◇出　演　加茂邦楽こども教室・箏曲理音会
◇ゲスト　狩野泰一（篠笛）
　　　　　金子竜太郎（和太鼓）
◇会　場　加茂文化会館
　　　　　※入場無料（要整理券）
◆問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

新春コンサート
～篠笛・和太鼓・箏　寿ぎの音～

加茂市　県展・芸展・市展入賞入選者作品展
◇日時　1月22日（木）～26日（月）
　　　　午前9時～午後5時
　　　　（最終日は午後3時まで）
◇会場　加茂文化会館　※入場料無料
◆問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

第29回 新春美術展・いけばな展

　某テレビ局の人気バラエティ番組を参考に、昨
年大好評だった「逃走中」を行います。
◇日　時　2月15日（日）午前10時～午後4時
　　　　　（午前9時30分受付）
◇会　場　新潟経営大学
◇対　象　小学校1～6年生
※申込方法等は「寺子屋つばさ実行委員会」HPをご
　覧ください。（http://www.terakoya-tsubasa.jp/）
◆問い合わせ：
　寺子屋つばさ実行委員会　☎080-1531-9020

第４回ゆきんこカップ～逃走中
IN新潟経営大学

 せ　な

いつ  き
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田
上
の
学
校

田
上
の
学
校
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図
工
科
の
加
設

　
羽
生
田
小
学
校
の
沿
革
史
に
次
の
よ
う
な
一
項
が
あ
る
の
で
紹
介
し
ま
す
。

文
体
は
若
干
変
え
て
あ
り
ま
す
。

　
明
治
40
年
４
月
よ
り
尋
常
科
第
３
、
４
学
年
に
毎
週
１
時
間
の
手
工
科
を
課

す
。
蓋
し
試
験
的
な
り
。

　
当
時
、
図
工
科
は
小
学
校
教
育
界
に
て
最
も
注
目
さ
れ
、
最
も
鼓
吹
さ
れ
重

要
視
さ
れ
国
民
教
育
の
中
枢
と
ま
で
主
張
す
る
者
ま
で
い
た
。
目
的
は
手
工
科

の
実
施
で
あ
る
。
そ
の
鼓
吹
し
奨
励
す
る
と
こ
ろ
は
、
往
日
の
、
そ
の
勉
強
は

鋸
を
と
り
鉋
を
持
つ
だ
け
の
職
工
的
作
業
で
あ
っ
た
の
を
、
紙
を
折
ら
せ
、
豆

を
弄
せ
し
め
る
遊
戯
的
な
学
習
も
あ
る
。
而
し
て
之
を
奨
励
し
鼓
吹
す
る
も
の

曰
く
。
生
徒
の
思
想
を
正
確
に
志
精
し
手
指
の
修
練
を
な
し
観
察
力
を
精
密
に

し
兼
ね
て
労
働
を
愛
好
す
る
の
習
慣
を
養
成
す
る
も
の
に
し
て
、
旧
来
の
職
工

的
職
業
的
な
ら
し
む
る
に
あ
ら
ず
と
当
局
は
之
を
推
奨
し
鼓
吹
し
講
習
し
雑
誌

に
又
著
書
に
盛
ん
に
之
を
主
張
し
推
奨
し
て
い
た
。
教
員
の
中
に
は
深
く
研
究

考
慮
す
る
こ
と
な
く
其
の
効
果
の
如
何
を
も
精
査
せ
ず
し
て
之
に
感
服
し
之
に

雷
同
し
之
を
正
科
と
し
て
加
設
し
以
て
此
の
遊
戯
的
玩
弄
を
な
す
も
の
も
多
数

い
た
。
当
時
当
校
も
右
の
疑
問
を
抱
け
り
。
こ
れ
は
、
一
時
的
流
行
的
な
る
が

如
き
効
果
を
収
め
得
る
か
。
ま
た
、
か
か
る
思
想
及
び
修
練
は
遊
戯
的
手
工
に

な
り
易
く
養
成
し
難
き
か
。

　
尚
、
斯
く
の
如
き
手
工
は
特
に
一
教
科
と
な
し
、
そ
の
時
間
を
特
定
せ
ざ
れ

ば
、
た
め
し
あ
た
わ
ざ
る
か
。
ま
た
、
規
定
の
あ
る
教
科
の
予
備
的
方
法
的
も

し
く
は
応
用
的
作
業
と
し
て
適
切
な
る
も
の
に
な
ら
ざ
る
か
も
研
究
さ
れ
て
い

た
。

　
校
長
は
此
を
以
て
、
当
時
同
科
に
於
い
て
称
揚
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
学
校
を
視

察
し
、
そ
の
意
見
を
求
め
た
。
ま
た
、
１
教
科
と
し
て
認
め
ら
れ
ざ
る
時
は
他

の
教
科
と
一
緒
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
ま
た
そ
れ
に
要
す
る
費
用

は
い
か
ほ
ど
か
等
を
も
そ
の
学
校
の
教
師
に
質
問
し
た
。

　
か
く
て
、
羽
生
田
校
は
、
明
治
44
年
３
月
24
日
付
け
学
第
９
６
７
号
を
以
て

県
知
事
の
許
可
を
得
る
。
そ
し
て
、
他
校
に
先
駆
け
て
、
明
治
44
年
４
月
よ
り

手
工
科
を
全
学
年
に
加
設
し
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

児童指導員・生活支援員を募集します。

◇募集人数　若干名

◇応募資格

　次の①及び②、③の全ての要件を満たす方

　①昭和53年４月２日以降に生まれた方で社会福祉士、精

　　神保健福祉士、児童指導員、保育士、社会福祉主事、

　　教員免許等の資格を有する方または平成27年3月31日

　　までに取得見込みの方

　②平成26年11月30日現在で障害福祉関係事業所及び特別

　　支援教育等の学校教育関係に２年以上経験年数がある

　　方（※１）

　③平成26年度に実施した中越福祉事務組合職員採用試験

　　を受験した者でない事

　(※１）受験資格②の要件等は次の通りです。

　・経験年数は、障害福祉関係事業所、特別支援教育等に

　　週35時間以上の勤務をした期間のみ通算できます。

　　（２年以上）

　・最終合格発表後、勤務経験年数の確認のため、職歴証

　　明書等を提出していただきます。

◇応募期間　1月21日（水）まで

◇試 験 日　1月31日（土）二次試験は2月中旬予定

◇試験内容　経験者基礎試験（択一式）、作文試験、面接

◇受験申込書

　中越福祉事務組合（まごころ学園内）総務係にあります。

　詳しくはお問い合わせください。

◆問い合わせ：まごころ学園　☎0258-62-1811

中越福祉事務組合
職員募集（まごころ学園・寮）
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。表紙は船久保棠苑さんより書いていただきま
した。ありがとうございました。高浜虚子の俳句で、上段より「大空に羽子の白砂とどまれり」、「歌留多とる皆美しく
負けまじく」の2句で、お正月らしい作品を書いていただきました。

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

新潟県ごみ散乱防止と３Rを進めるための

　　　ポスター・標語コンテストで優秀賞を受賞

里芋…中6個（300ｇ）　　揚げ油…適量

豚挽肉…200ｇ　　長ねぎ…1本（100ｇ）

　　　味噌…大さじ１,1/2　　醤油…大さじ1/2
Ａ
 砂糖…大さじ１

だし又は水…1/4カップ　　ねぎの葉…少々

水溶片栗粉
　　片栗粉…小さじ1

 
 　　　　　水…大さじ１

「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」「作り置きのおかずで朝ごはんをバランスアップ！！」

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

2015
平成27年

◆町県民税４期

◆国民健康保険税10期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（12月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,122
－ 4

12,502
－ 6

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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広報　たがみまち広報　たがみまち

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2222@town.tagami.niigata.jp

69
　今月は、川の下地区食推がおすすめする料理２品を紹介します。旬の里芋と

大根を使った「里芋の素揚げ肉みそ炒め」と「大根サラダ」です。作り置きし

て、朝食に利用してください。

田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

いつもの食材をさら
に美味しくいただき
ましょう！
　　　　たけたより

作り方 ①里芋は、皮をむき、一口大の乱切りにして素揚げする。

②フライパンにひき肉を炒めてＡの調味料で味付けし、だしを入れ、水溶き

　　片栗粉でとろみをつけ、素揚げした里芋を入れて混ぜ合わせる。

③器に盛り、ねぎの葉を刻んでのせる。

※ポイント

　　・一口大に切った里芋は、電子レンジで加熱してから素揚げにすると短

　　　時間に出来ます。

　　・作った物は、お弁当のおかずや小分けにして冷凍もできます。

【担当のコーナー】

■投稿記事あて先／

材料
（4～6人分）

★里芋の素揚げ肉みそ炒め

大根…300ｇ　　にんじん…小1本（100ｇ）　　

きゅうり…2本　　じゃが芋…大1個　

かつお節…適量

中華ドレッシング又はポン酢…適量

作り方 ①材料は全て、せん切りにする。

②せん切りのじゃが芋は、素揚げにする。

③器にせん切りの野菜を盛り、素揚げのじゃ

　　が芋とかつお節をのせて好みのドレッシン

　　グをかける。

※ポイント

　　・せん切りは、スライサー（特に刺身のツ

　　　マ用）があると便利です。

　　・黄色いじゃが芋（きたあかりなど）を使

　　　うといろどりがきれいになります。

材料
（6人分）

★大根サラダ

▲里芋の素揚げ肉みそ炒め ▲大根サラダ

　県が開催したコンテストで、田上

小学校３年生の小日向葵さんが優秀

賞を受賞しました。

　おめでとうございました。2015
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